サクラ笑 1 

締② 


桐島カンナ。武門に生まれ、武門に育 
つ。誰よりも強く、誰にも負けない。だ 
から、カンナは今、父を葬った男に勝つ 
ためだけに生きていた。それだけが、力 
ンナの人生だった。 

マリア • タチノ'?ナ。彼女のすべて…そ 
れは祖国のため、いのちを懸けること。 

そんなマリアは今、すべてを失い、祖 
国からも遠く離れ、なお、生きていた。 

二人の少女はもはや、ス注の終着点に 
立っているだけなの力ゝ。 

だが、二人に訪れたものは…… 

若くして、幼くしてなお、運命に打ち 
克たんとする少女の生を目撃するのは、 
読者たる、あなたである。 
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f サクラ大戦前夜② 


あかほりさとる 

監修•原案/レツドカンバニー 
セガサタ1ン ソフト 「サクラ大戦」 より 



ちかほりさとる 

監修•原案/レツドカン。ハニ— 


__11111 

9784073074779 

1920193004908 


ISBN4-07-307477-6 
C0193 ¥490E 


発行⑯メデイアワークス 
発売⑱主婦の友社 


定価: |本体490円 I 

※消費税が別に加算されます 



35かほりさとる 


1965年3月8日、愛知県生まれ。 TV アニメ 「 NG 騎士 
ラムネ&40」「キヤツ党忍伝てやんでえ」「宇宙の騎士 
テツカマンブレード』などのシリーズ構成、脚本を務 
める。「小説•天空戦記シュラト」で小説デビュー。 
現在ノリにノツているマルチ•クリエイター。 

【電撃文庫作品】 

ソーサラー狩り爆れつ ハンター 血 封印 
ソーサラー 狩り爆れ つ ハンター ②魔法大工 
ソーサラー狩り爆れつ ハンター ③転輪王〈前編〉 
ソーサラー狩り爆れつ ハンター ④転輪王〈後編〉 
ソーサラー狩り爆れつ ハンター ⑤魔人形 
ソーサラー狩り爆れつ ハンター ⑥黒衣の聖母 
ソーサラー狩り爆れつ ハンター Special ® 
ソーサラー狩り爆れつ ハンター Special ② 
ソーサラー狩り爆れつ ハンター Special ③ 
サクラ大戦前夜 
サクラ大戦前夜② 


まつばらひでのり 

イラスト:松原秀典 


〇 VA やゲームの作画、キヤラデザ等で活躍の実力派。「ああつ 
女神さまつ j ( OVA ) 等多くの人気作品を手掛ける。本作「サ 
クラ大戦」でも総作画監督を務める。スタジオ忌びす所属。 


カパー/加滕製版印刷 
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第 4 m 電撃ゲーム小説大賞受賞作 
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突然現れた美少女に唇を奪われた瞬間、彼の 
災難がはじまった!？ちょっと間抜けな高校生と、 
とってもかわいい吸血鬼が繰り広げる、爆笑ど 
たばたファンタジー!？ 


チンピラ•キッズのリョウは、運命に翻弄され、 
東京を離れる。香港、サイゴン、ロンドン、宇宙 
…… 。 その旅の先に彼を待つものは!？受賞作 
に加筆、修正を加え、上下巻で登場！ 


「僕の血を吸わないで」 

阿智太郎 
定価： 


〈大賞 > 受賞作 


ーポップは 


上遠野浩平 

イラスト/緒方剛志 


定価：本体550円+税 


ある学園で起きた 一つの 事 
件を、 5つの 視点から浮き彫り 
にしていく連作長編。学校と 
いう平凡な日常、特異な 
キャラクター、そしてパズル 
的手法が独特の作風を醸 
し出す異色作、待望の刊行！ 

第1回<金賞>受賞 

尚烦京一郎 


つた構成、 

入り組んだ人間関 m 
美しく艶やかで、そして惨い0 
これはそんなお話です 。 j 


だぼ 


〈銀賞〉受賞作 


〈金賞〉受賞作 



第1回〈金賞〉受賞 咼畑京 

「クリス•クロ 
混沌の魔王」 


ィラスト/きがゎ琳 
定価：本体505円+税 


クリス•クロスー現実と 
虚構が交錯する世界。パ'ーチャル 
空間の中に身も凍る恐怖が潜む…。 
高畑京一郎の名を 
世に知らしめた話題作！ 


第1回<銀賞>受賞 中里融司 ^ 

「狂科学ハンター— 
REI ①〜④ J 

イラスト/小畑健 
定価：本体①505円②540円 

③④530円+税 I 

人工生命、錬金術、永久機関 

. 歴史の闇から S った超科 

学を破壊•封印する闇の狩 
人、姫城玲。彼は超科学を駆 
使する秘密結社《黄金の薔薇》の野望を打ち砕くため、戦い続 
ける！中里融司&小畑健の人気コンビが放つアクシヨンノベル！ 



発行•メディアワークス発売•主婦の友社 メディアワークスのホームページ-** http :// www . mediaworks _ co . jp / 





























旅の向こうにあるもの、出逢い、成長…そして恋 

8月のある日、真夏の太陽が照りつける稚内。ホームに停車する10両編成の列車。 

日本縦断特急ヴェガ…。終着駅もルートもわからない15日間の旅が始まります> 

そこにあるのは自由気ままな時間、何かが起きそうな期待感、そしてたくさんの出逢い。 

旅先で知り合う個性豊かな女の子たちと過ごす楽しいひととき、そして別れ。 

それらを通して、あなたはきっと何よりも大切で特別な出逢いがあることを知るに違いありません。 

リアル&美麗なグラフィックで描かれる日本各地の景色の中、青春のひとコマを乗せてひた走る列車。 

旅が終わりを告げるとき、あなたの前に立っているのは、果たして- 


★豪蓽スタッフ 

1$かほりさとる1 

ストーリー構成：花田十輝 
キャラクターデザイン& 

作画監督：柳沢まさひで 

★大ポ y ューム 

通常の2倍を越える2,000カットの 
ビジュアルカット数がフルスクリーンで！ 

また、キャラクターとの絶え間ない音声 
会話が楽しめるフルポイス仕様。 



Ch ,l& U P 



★リアルなシステム 

女の子一人ひとりが独自の生活サイクルを持ち、 
それが主人公の接し方や話し方、 

行動によって表情も、態度も言葉遣いも細かく 
変化します。 

同じキャラクターでも何通りもの 
攻略法があります> 


半場 

友恵 

笠原 

留美 

長沢 

美樹 

大野 

まりな 

山崎 

和佳奈 

柳瀬 

なつみ 

伊藤 

美紀 

永島 

由子 

住友 

優子 

氷上 

恭子 

中山 

真奈美 

中川 

亜紀子 

大塚 

明夫 




応募方法 



までにお店 
で予約して応募するともれなくポストカードを 
プレゼント。さらに、オレンジカードが抽選 
で 500 名様に当たる W チヤンス!！ 

ハガキに住所•氏名•電話番号•年齢•職業をお書き添え 
の上、予約したお店の認印を押した予約券の控えを貼って 
1998 年 7 月 8 日(消印有効)までに下記へお送りください0 

※お店によって予約形態が異なりますので予約時にご確認ください。 

※また、複数枚のご予約をいただく時は、誠にお手数ですが、このチラシを別に入手して下さい。 

亍101 -8305 

東京都千代田区神田駿河台 1-8 東京 YWCA 会館 
(株)メディアワークス営業部ゲーム営業課 
「お嬢様特急予約キャンペーン」係 


㈱ )メディアワークス 
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1 お嬢様特急予約申し込み券 

株式会社メテ V アワークス I 

メデ V アワークスゲームソフト「お嬢様特急」を予約します^ 

お嬢様特急 

□プレイステ-シヨ ン版 
□セガサターン 

i 枚/金額69800 n m 
※予約される方の機種に必ず印を付けて下さい。 

フリガナ 

お名前 

TE し 


ご住所 T 


お嬢様特急スタンプ台紙 


二の予約申し込み券に必要事項を書き込み、お近くのゲ 1 ■ムソフト取扱い店にお持ちください。 


□プレイステ_シヨン 
i セガサ: 


@ 


n /※，予約された機種に 

«一 j し*々ノ’ 一 必ず印をつけて下さい。 



桃攀 - 嚷 欢爾私 翁慰 

▲ここにショップの承認印を押じ r 下さい。 
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文化放送毎週土曜日 26 : 00 〜 
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自由の女神の展望台から見るマンハッタンの光景は今も昔もあまり変わらない。 

一九一九年一月の段階において、ニユーョークにはすでに摩天楼は成立していた。天にも 
届かんとするビル群がマンハッタン島を埋め尽くす。 

(ただし、有名なエンパィア ステー トビル やクラィスラー ビルなどが建つのは一九 三〇 年初 
めの ことである) 

そんな光景を彼女はじっと見つめていた。 

まわりにいる観光客の中で彼女は一人浮いている。 

金髪。彫刻のような彫りの深い顔立ち。黒のコート。赤い手袋。 

そういった外見的なものはもちろんだが、彼女を周囲から浮きだたせている最大の理由は、 
どこか翳のある冷たい表情だった。 

氷のごとき、とでも言い表せばよいだろうか。人々は彼女の釀し出す独特の雰囲気に恐れ 
さぇ抱いていた。 

展望台に上がってきた者は外の光景より もまず 彼女に目を奪われる。が、やがて目を そら 


15 第四話 


すのだ。見続けてはいけない人間だと気づき。たまに彼女の美しさに邪な想いを抱き、見つ 
め続ける輩もいたが、その想いも彼女と一瞬でも視線が交じれば終わりであった。自分がい 
かにとんでもない大それたことをしていたのか知る。以後の行動は他者と同じだ。彼女を見 
ることは禁忌。 

関わることは死に繫がる-人々が彼女から受けるのはそんな感覚とでも言おぅか。もち 

ろん、はつき りと 自覚して いる わけではないが。 

彼女自身はそういつた他人の態度を気にした様子はまるでない。いや、そもそもまわりの 
人間の姿が目に入つているかどうか。 

彼女の視線は、およそ五六〇万人が住む、この街そのものに向けられていた。 


人はどこから来てどこに 行く のか- 

巨大なビルの根元にいる人間たちが彼女の目には実に小さく見える。それは単に物理的な 
小ささだけではない。存在自体がちっぽけに見えるのだ。 

人はその存在理由を持っているのか—— 

彼女は人を矮小で どぅに も始末の負えない存在と規定していた。自分を含めて。いや、自 
分 こそまさに その筆頭と。それでも存在理由を探さねばならない。それがただ一つ人にでき 



16 


ることなのだから。 

生きている価値などなにもない- 

ならば死か。 

そぅだ。 

人は死ぬためだけに存在する。破滅を待つためだけに。愛もただなくなるためだけに存在 
する。すべてを失な ぅとき が来るのを人はひたすら待つている。巨大なビルも自由を象徴 
する像も、いや、法律や倫理観に至るまで、人が作ったものはすべからく失なわれる時が来 
る。存在なんてそんなものだ- 


彼女の心は空虚であった。ただ 単に 破滅を待つためだけの人生。彼女の言っている ことは 
すべて自分自身の生き方の規範になっている。破滅。堕落。存在として最低のもの。存在す 
る こと 自体が罪で あること。 失なわなければ ならない もの。 

彼女はそこに向かって走っていた。下り坂を一心に駆け下りている。脇目も振らずにただ 
ひたすらに。 

いっそ死ぬほぅがどれだけ楽か—— 

が、彼女には死は許されなかった。死ぬべき時を逸した人間は惨めだ。そのときから死は 



17 第四話 


その人間の選択肢から永遠に消ぇてしまぅ。生きなければならない。破滅と死を待つためだ 
ナこ〇 

「私は……破滅したい……」 

破滅を望む少女。彼女の名はマリア•タチバナと言った。 

2 

マリア•タチバナは一九〇三年六月一九日にロシアはゥクライナ地方のキエフで生まれた。 

父はロシア人ブリユーソフ=ヮリー •ドミートリエビッチ、母は日本人の橘須磨。外交 
官であったブリユーソフは日本への赴任中の一九〇二年、まだ女学生であった須磨を見初め、 
ほとんど駆け落ち同然にロシアに連れ帰つた。 

だが、この時勢、日本人を妻に迎ぇるといぅことは、エリート外交官であったブリユーソ 
フにとつて自らの破滅を意味することであつた。 

一八九一年の大津事件(ロシア皇太子ニコライ-後のロシア最後の皇帝ニコライニ世が 

日本を訪問中、滋賀県大津町で警衛中の滋賀県巡査津田三蔵に斬りつけられ負傷した事件)、 
日清戦争後の一八九五年の三国干渉(日清戦争にょり日本の遼東半島割譲要求に対し、口 
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シア、ドィツ、フランスの三国が武力を背景に清国への還付を勧告した干渉事件。日本は 
要求を呑んで遼東半島の返還を決定した)、やがて起こるだろぅ日露激突への伏線は着々と 
張られている。極東で南下政策をとるロシアと日本が激突することは地政学的に見ても必然 
であった。 

結局、 ふたりは 正式に結婚す ることができなかった。 須磨が ローマ•カソリックの 敬虔な 
信徒で、ロシア 正教への改宗を拒んだ こと も一因と して挙げられる。 須磨は首都ペテルブル- 
クを 遠く離れたキエフに移され、 愛人同然の生活の中で、 マリアを生んだ。 マリアの姓が 夕 
チバナのままなのはこのためである。 

いろいろと 障害はあつたが、 とりあぇず慎まし く 暮らしているかぎりふたりは 幸せで あつ 
た。 

一九〇四年二月八日までは。 

一九〇四年二月八日。この日、連合艦隊主力は遼東半島先端にある旅順港外でロシア艦 
隊に攻撃をかけ、陸軍の先遣部隊も仁川に上陸を開始した。 

日露戦争の勃発である。宣戦布告は二月十日に入ってからであるから、これは完全な奇襲 
であった。 


19 第四話 


日本は五月の鴨緑江での最初の戦いに勝ち、次いで八月末から九月にかけての遼陽の戦 
いでも勝利する。一方、旅順も多大な犠牲を払いながら一九〇五年一月についに攻略。さら 
に、三月、奉天大会戦において、またしてもロシア軍を敗走させた。が、補給線の伸びきっ 
た日本の攻勢もここまでであった。この後、両軍ともに決定打に欠け、陸上での戦いは膠着 
状態に陥る。 

日本の勝利を決定づけたのは、一九〇五年五月の日本海海戦である。連合艦隊は対馬沖で、 
ロシアのバルチック艦隊をほぼ全滅させるといぅ圧倒的勝利を得たのだった。 

ところで、機関銃や初期人型蒸気等の新兵器が投入され、本格的な近代戦を予感させた日 
露戦争だが、その裏には霊的な力と力が激突する魔術戦争としての要素を多分に含んでいた。 
満州総司令部直属の特殊戦闘中隊 —— 霊的戦闘部隊を率いた米田一基(当時中佐)の活躍 
もこのときのことであ.る。 

余談だが、このときの米田の活躍があったからこそ、軍部は対降魔部隊の創設を認めたと 
言われている。対降魔部隊はやがて帝國華撃団へと進化し、霊的防衛部隊の完成を見る。 

日露戦争が始まると同時に、須磨は憲兵に逮捕された。スパィ容疑である。 

一介の女学生だった須磨がスパィであるはずもないのだが、戦争といぅ熱病でヒステリッ 
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クになっていたロシア政府は見せしめのための生け贄を欲していた。須磨はその哀れな役を 
強引にあてがわれることになつてしまつたのだ。 

もし、ブ リユーソフ が自分とマリアの ことを 第一に考えていたとしたら、 このと き須磨を 
見捨てるという選択もあつたかもしれない。しかし、ブ リユーソフ はそうはしなかつた。 エ 
リート 外交官という地位と名誉をなげうって、須磨を救おうとした。 

皮肉なことに、この一件は皇帝の耳に入り、その逆鱗(:触れてしまう。皇帝に忠誠を尽く 
すべく外交官が、よりにもよって、敵国のスパィをかばい職務を放棄するとは— 

ブリューソフ、須磨、マリアの三人はシベリア流刑となり、シベリア奥地のシュシェンス 
コエ村に送られた。 

流刑地での過酷な労働生活はマリアの一家から笑顔を奪っていった。それでもプリューソ 
フは赦される日を信じて流刑地で粛々と過ごしたが、マリアが九歳のときに風邪をこじら 
せて肺炎となり死亡した。須磨のほうもその翌年同じように肺炎で死んだ。流刑地での生活 
はふたりから病いに対する抵抗力を失なわせていた。 

残されたマリアに待っている運命は死でしかないように思われた。流刑地には子供を引き 
取って育てようという酔狂な人間は一人もいなかったからである。 

しかし、この九歳の少女は生きる術を知っていた。過酷な自然も、身に降りかかった不幸 
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な境遇も彼女の生を止めるには力不足であった。 

彼女は九歳の身ながら、あるグループに_分を売り込んだ。当時、流刑地を勝手に抜け出 
し、シベリア各地を訪れて組織を作り続ける人々。灰色のロシアで、もっとも希望にあふれ 
た瞳を持つ者たち。 

『革命 J といぅ 巨大な事業に取り組む彼らに、マリアは加わった。機転とすばしっこさ、さ 
らには子供とは思ぇない冷静さを買われてのことだった。 

やがて年を経るにつれ、彼女は一人前の革命の闘士として成長していく。 

「ク ヮッ サリー ( 火喰い鳥の意 ごと 呼ばれる ょぅになるのもこのころのことで あった。 

3 

ニユーョーク三番街にある『グレッグ•キャンドルの店』は風変わりな人物が集まること 
で知られる。 

主人であるグレッグ•キャンドルはこの店のルールとしてただ一つのことだけを取り決め 
ていた。すなわち、他人に干渉しない。 

八人ほどの人間が座れるカウンター席と、三つの丸テーブル。これがこの店に訪れる者た 
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ちの居場所であった。 

流行のジャズもなにもなく、店内は沈黙に包まれている。現在のところ、客は四人。 

カタン . 

時折、グラスをテーブルに置く音だけが響く。当然のことながら全員がストレートだ。氷 
を入れるのはもちろん、酒を水で割るな どという 悪しき風習はまだ生まれてはいない。 

そんなカゥンターの|番奥に彼女はいた。薄暗い店内に溶け込むような、黒い コ ートの少 
女。 コートとは 対照的にわずかに見ぇる肌は 驚くほど 白い。 マリア だ。 

マリアはコートだけでなく、手袋も脱いではいなかった。目の前にある酒の入った器を規 
則正しく口に運ぶ。その動作をこの店に入つたときからずつと繰り返しているだけだ。 

現在、マリアは数ぇで十六歳であったが、まるで水のように酒を飲む。少しも酔った様子 
はなかつた。.もつとも、マリアのことを実年齡どおりに見る者はいないが。 

「よう、マリア」 

名を呼ばれてもマリアは振り向かなかった。 

この酒場でマリアに話しかけてくる者は一人しかいない。ルール破りの、そんな恐れを知 
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らない者は。 

ボードヴィル•グラスマン-名うてのプレィボー ィを 自称している。 

実際彼は ょくもて た。特に金が あると いうではなし、特に 色男という わけでもない。ただ、 
微笑む となんと もいえぬ愛敬があつた。 

彼は女を落とすためだけに生きているとょく言う。そのために命を落とすことになつても 
構わない、と。 

そんな奔放さに女たちは惹かれているのかもしれなかつた。 

ボードヴイルはマリアの横の席に座り込むと、グラスをのぞき込んで言った。 

「またウオツカかい？よく飲めるな、そんな強い酒をカパカパと」 


「ロシア人の主食は酒だと聞くが、本当だったんだな」 


ボードヴィルは前にマリアに酒の飲み比べを挑んだことがあった。マリアの本当の年齢を 
知っての挑戦だった。勝負に勝ったときの条件はデートだ。しかし、結果はボードヴィルの 
完敗だった。急性アルコール中毒に成りかかったボードヴィルはそれから二日ほどベッドか 
ら起き上がれなかった。 
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「身体壊すぜ、そのうち」 

「 . それもいい」 

「へっ？」 

ボードヴィルはじつとマリアの顔を見つめた。 

マリアのほうは振り向くそぶりもない。 

以前のボードヴィルならば、なんとかマリアの関心を惹こうとさらにいろいろとちょつか 
いをかけたかもしれない。しかし、今はただマリアの横顔を見つめているだけで満足してい 
た。 

(やべぇぜ . オレ、本気になつちまつたかな .) 

ふと、ボードヴィルはグラスを持つマリアの手を見つ办る。特徴的な赤い色が目に飛び込 
んできた。 

「マリア、前から一つ聞きたかつたんだけど……なんでいつも手袋をしているんだい？」 

r. 」 

マリアの表情にゎずかな変化が現れた。表面に浮かび上がった気持ちは —— 動揺。 

フんつ：：： !?:) 
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マリアは数枚の紙幣を取り出し、カウンターの上に置いた。 
「おい、マリア!?」 


そのまま立ち上がる。 

つぶやきがもれたのはその直後だった。 

「 . 血で汚れているからさ」 

「ぇっ？」 

ボードヴイルが振り向いたときには、すでにマリアは席を離れ、戸口に向かっていた。 

ギイイイイイ . バタン . 

(血の赤…… ？) 

マリアが出ていくのをボードヴイルはただ目で追ぅしかなかった。 








飛行船がゆっくりと降下してくる。 

そこはマンハッタンの ちよう ど上空だ。 

自由の女神の展望ム at . で見るよりも、さらにはっきりと摩天楼の実体を見てとることができ 

まち 

る。そう ニユ' —ヨークという 街そのものを。 

「すばらしいですね」 

飛行船の窓からそれを見て、感嘆したように彼女は言った。 

長い髪を後ろで縛っている。整った顔立ちの下にあるのは軍服だ。大日本帝国陸軍対降魔 
部隊特務少尉、藤枝あゃめであった。 

あやめのいる場所は少し広いロビー風の造りになっていて、あやめの横には白髪の紳士の 
姿があった。 

はな C うじはくしやく 

「花小路伯爵」 

あやめが紳士に声をかける。 

花小路頼恒伯爵。このとき七十二歳。帝国議会貴族院議長を長年に亘って務め、政界のみ 
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ならず、財界にも顔の利く実力者である。だが、彼にはもう一つの顔があった。今、彼が二 
ユーョーク まで やつて きたのは、 そちらの 用件であつた。 

いそが 

「もうすぐいろいろと tt しくなる . 一 

その用件とはあやめと、彼女の直属の上司である米田一基陸軍中将に大ぃに関係があっ 
た。 

「藤枝君はニユーョークは初めてだったね」 

あつとう 

「はい。さつきからずつと圧倒されています。人間の力はこれほどの都市を造つ てし まう の 
だと」 

「ニ ューヨ ークは都市としては一つの到達点なのか もしれ ない。が、 それゆえにさまざまな 
問題を内包している」 


花小路はきびしい表情で窓に視線を移した。 

眼下に広がる摩天楼を見つめたまま、花小路はゆつ くりとした 口調で言つた。 

「人類は都市と ともに 発展していく。都市は人間の放つ あらゆる エネルギーを吸収し、それ 

おんナい 

ゆぇ発展し、人間に恩恵を与ぇる。が、 ょき 発展ばかりではない。時には悪しき発展に向か 
ぅ都市 も ある。さらには、 ょき 発展を妨げる内的要因、外的要因 も。それらを 監視し、然る 
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べき者たち(:助言を与えるのが我々の使命だ」 

我々——と花小路は口にした。それは米田のことでも、あやめのことではない。今から花 
小路たちが訪れるところにその人物たちがいる。 

飛行船はセントラルパークにさしかかった。 

十六年の歳月と、一万四千立方メートルの土を使って作られた、三四.五へクタールの 
ィギリス庭園風の公園(:向かって、飛行船は降りていく。 

飛行船の先にあるのは、園内のほぼ中央の貯水用の池だ。 

ゴオオオオオオオオオオオ . 

「えっ . ？」 

いきなり池の水が二つに割れ始めた。 

池の底には人工的に作られた、飛行船のための港がある。飛行船は池の底へと姿を消して 

ぃく。 

飛行船が消えた後、池はまた元の姿に戻り、セントラルパークは静けさを取り戻した。 
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そこには、 とても 地下とは思えない近代的な施設が広がっていた。広い空間には さまざま 
な飛行船が停まっている。その飛行船の間を縫うょうに奥に向かって走る専用列車も見える。 

セントラルパークの地下にこれほどのものをいったいだれが—— 

.「さあ、行こう」 

送迎階段を降りていくと、二人を取り囲むょうにきちんとした身なりの男たちが集まって 
きた。 

花小路が手をかざした。花小路の左手の中指にある指輪。男たちも手をかざす。そこにも 
同じ指輪が輝いていた。その指輪には三大宗教の融和を表す紋章が彫られている。 

「ょうこそ、花小路伯爵」 

「よ>フこそ」 

さまざまな国の言葉で歓迎の声があがった。 

その男たちの一人一人と花小路は握手しながら、あやめに言った。 

「藤枝君、ここまでの護衛、ご苦労だった」 

「いえ。私も無事任務を遂行できてうれしく思います」 

出迎えの者の一人が花小路に書類袋を手渡した。それを花小路はそのままあやめに渡す。 
「藤枝君、これを」 
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「これは . ？」 

「君と米田君が必要とする者のファィルだ。調査部が全世界での現在までの調査結果を送っ 
てきた」 

「ありがとぅございます」 

「私は総会に出席しなければならないのでここで失礼する。その間、君は自由に行動したま 
ぇ。なにかあればすべては賢人機関が責任を負ぅ」 

「はぃ」 

賢人機関——花小路はその主要なメンバーの一人だった。ここニユーョークには賢人機関 
の本部があるのだ。 

男たち とともに 歩き去る 花 小路を見送る と、 あやめは 書類袋に 目を移した。中を見る と、 
数十枚に及ぶ報告書が入っている。一九一二年一月の清朝中国の北京郊外、一九一四年九月 
欧州大戦下のフランス•シヤンパーニユ地方、同年十月清朝ょりィギリスに割譲され た 香港、 
一九一七年十一月ロシア革命下でのモスクワ—いずれも® i 力^ , 動を示す事件の報告書だ。 
関係者から集めた膨大な証言を元に、 その 信憑性を指摘している。結論はすべて特 A 扱い。 

(この娘たちを探さなきや .) 

その中で、一人の報告書に目がいった。 
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「ニユ— ョ—ク在住……!? 」 

添付の写真に映っているのは銃を持った十四、五歳の少女。 

ロシア革命時のマリアだった。 

5 

一九〇四年、地下鉄レノックス線が開通して以来、マンハッタン北部にあったハーレムは 
大いに変貌を遂げた。 

それまで白人の高級住宅地であったハーレムは多数の黒人が流入し、十数年の間に合衆国 
随一の黒人居住区へと変わる。それでも一九一九年のこの時期は黒人居住区でありながら白 
人のための歓楽街といぅ性格を持っていた。 

『グレッグ•キャンドルの店』を出たマリアは、ここ ハー レムにやってきていた。理由はた 
だ一つ、ね ぐらに 戻るためだ。 

合衆国は移民の国である。一八八〇年から、最初の移民割り当て法が制定されるこの一九 
ニー年までの移民の総数はおょそ二三〇〇万人にものぼる。一九二〇年のニユーョーク市で 
は、外国生まれの総数は四二九万人で、総人口の七九%であった。その構成はロシア系二三 
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%、 イタリア 系一九％、 アイルランド 系一四％、 ドイツ 系一四％、 ォ ー ストリア 系一 〇％、 
イギリス 系四％、 ハン ガリー系三％、その他一三％であった。 ロシア 系が特に多いのは、や 
はり一九一七年の ロシア 革命と無関係ではない。 

彼ら移民たちは同じ民族を頼って特に大都市に住み着いた。そのため、各地の都市では同 
一民族だけが住む居住区が形成された。ニユーョー ク にも有名なチヤイナ•タゥン、 リトル • 
イタリ ーなどが ある。 

当然 ロシア 人 も 居住区を築いていたが、 マリアはそこにい かなかつた。 

マリアは孤独でありたかった。だれにも干渉されず、ただ一人、堕ちていくことを望んだ。 

カンカンカン . 

古びたアバートの階段は鉄の音がぅるさく響く。 

マリアの部屋は三階の一番奥だ。 

ドアの前まで来て、マリアは動きを止める。表情がわずかに緊張したそれに変わっていた。 
手がスッとコートの懐に移動する。中から取り出したのは銃だ。エンフイールド：20.1 
Mkl スターを独自に改造したマリアの愛銃。 
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エンフイ l ルド No • lMkI は一八八〇年、イギリスの王立エンフイールド造兵廠で設 
計、生産された。続いて Mkn が完成するが、 どちらも 中折れ 式と しては特殊すぎ、取り扱 
いが不便で軍用正式の座を別のリボルパーに奪われてしまぅ。エン フイー ルドの復活は一九 
二七年の No • 2 MkI まで待たなければならなかった。不人気の No • lMkI 、 Mk ^ 
は海外へと流れる。これがロシア革命前夜の革命軍側に大量に流入した。 

マリアの銃もそのときに支給された物だ。だが、幾たびかの実戦で銃の欠点を見抜いたマ 
リアは 徹底的に手を入れて、 ほとんど 原型を留めていなかった。 

マリアはエンフイールド改を右手に、左手でそっとドアノブを握った。 

バタン ッ！ 

一気に開けて、中へ飛び込む。 

粗末な部屋だった。間取りは一部屋だけ。そこにベッドがポツンと置かれている。他にあ 
るのはタンスだけだ。あと、部屋の横には トイレと シャワー室がある。 
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r ……！」 

中にいたのは男だった。それもマリアのよく知っている……。 

「ひさしぶりだね、マリア」 

懐かしむ ような 声で男は言った。 

マリアも 思わず声をあげていた。 

r バレン チー ノフ 少尉！ バレンチ ー ノフ=ゥラジミ ー ル•アレクサンドロ ビッチ！」 
しばし二人の間には沈黙があった。好意的とそうでない気持ちの混ざり合った沈黙。実際 
にはほんの数分のことであったろう。しかし、二人には長い長い出来事のように思われた。 
「どうしてここに？一 
沈黙を破ったのはマリアのほうだった。 

「俺も米国に来たんだ。 君と同じように 故郷に見切りをつけてね」 

「……しかし、あなたは赤軍でご出世なさつたと聞きましたが」 

「出世か……確かに出世した。わずか二申で三足 m びに少佐にまで階級は上がった。 

めだ」 

「ぇっ？」 

「君やユーリ — 〇 ともに 戦っていた頃は……」 


だ 
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ユーリーという言葉が出たとき、マリアは表情を 硬く した。しばらくの間、その名を口に 
した ことは ない。いや、できなかった。思い出せば思い出すほど自分の心が苛まれる。 

マリアの表情の変化にバレンチー ノフも 気づいたようだった。 

「すまん。ユーリーのことは禁句だつたか . 」 

「いえ、いいんです。隊長 . ユーリ 1=ミハィル •ニコラー エビッチの ことはもう 忘れ ま 

したから」 

マリアはなんの感情も出さず、淡々と言った。 

けれど、その言葉が真実かどうか。銃を持った手がカタカタとわずかに震えている。 

バレンチー ノフ は、いろいろ湧き出た思いを振り切る ように 首を振って、ふたたび マリア 
に 言った。 

「俺は元々、マルクス•レーニン主義を信じていたわけじやない。ィデ ォロ ギーなんかには 
まるで 興味がない。俺は共産党の言う自由を求めて戦ったんだ。革命が成ったときは熱狂し 
た。これで自由が来る、とね。だが現実は……」 

「バレンチー ノフ 少尉!?……いえ、少佐!?」 

「党や軍内部は権力闘争で右往左往。外向けに大々的に宣伝されている経済発展については、 
弱者や地方の農村を切り捨てて初めて成ったようなものだ。反対者は次々と逮捕され、強制 
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収容所送り。皇帝がいたときよりもむしろひどくなっているよ、今のロシアは」 

r. 」 

「すべてがいやになり、絶望して、それで米国に来たんだ。ここに来ればきっと素晴らし 
ことがある、 そう 信じてね」 

「 . 」 

バレンチーノフはゆつくりとマリアに近づいた。 

「君を探していたよ、マリア」 

「ぇっ!?」 

「君が一人黙ってあの灰色の大地から逃れて、この国に来たのは知っていた」 

「 . すいません」 

「別に責めているわけじやない」 

r. 」 

「ユーリーが死んで、君の落ち込みようといつたらなかった。だれもがこのまま後を追つ 
しまうと思つたほどだ」 

「 . 」 

おれ 

「あのとき、俺がどう S つたと思う？」 


て 
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「少尉……？」 

バレンチーノフの顔はマリアのほんの間近まで迫っていた。 

「ユーリーの代わりになりたかった」 

「ぁ……！」 

、ドサツ！ 

いきなり マリアはバレンチ ーノフに ベッドの上に押し倒された。 
「マリア、好きだ！ずっと好きだったんだ！」 

「やめてください！ 少尉、やめて！」 

バレンチー ノフはそのままマリアの腕を押さえ、のしかかつていく。 
マリアはバタバタと暴れて必死に抵抗した。 

「マリア！」 

「ぃゃっ！」 

ドン ツ！ 
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マリアは渾身の力を振り絞つて、バレンチーノフを押し戻した。バレンチーノフはそのま 
ま勢い余つて、床に尻餅をついてしまう。 

「マリア！」 

「帰ってください、少尉！」 


「帰って ください」 

ふたたび二人の間に沈黙が訪れる。マリアの視線はどこか哀しげにバレンチーノフを見つ 
めていた。 
r ……わかった」 

今度の沈黙を破ったのはバレンチーノフのほうだった。 

バレンチーノフはゆっくりとドアに向かう。が、ドアを開ける瞬間、マリアのほうを見た。 
「マリア……俺はこの国で成り上がりたい」 


「この自由の 国で、 ロシアじ やで きなかったことを成し遂げたいんだ」 
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「力を貸して くれ、マリア！」 

「 . 考ぇさせてください」 

「また……」 

パタン…… 

バレン チー ノフは 出ていつた。 

しばらくの間、マリアはベッドの上から動かなかった。乱れた服や髪も直そうともしない。 

「い . 」 

怒りはなかつた。いや、むしろまったく逆の ことを 考ぇていた。 

(堕ちるつもりなら . 破滅するつもりなら . 身を任せてしまったほうがょかったかも 

:… ) 

マリアに抵抗をさせた原因は、バレンチーノフとの間で出た ユ ーリーという名前だった。 
「隊長……」 

マリアが胸に手を当てる。 

中から取り出したのは小さな ロケット だった。 
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「隊長……」 

マリアはそのロケットを握りしめた。 

いつしかマリアは泣いていた。 

6 

トントン…… 

ドアを 叩く 音にマリアが気づいたのは、バレンチーノフが去って、まだ一時間と経ってぃ 
ない とき だ。 


隣近所にこの時間に訪ねてくるほど親しくしている人間はいない。 • 
となれば、またバレンチーノフか- 


重苦しぃ気持ちでマリアはドアに向かった。 

むろん ごうとう たぐい じよう 

無論、強盗の類も考えられる。ここハーレムの治安はその程度のことが十分起こりうる状 
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況だつた。 

ガチャ…… 

マリアは無言のままドアを開けた。 



わずかにマリアの表情(:驚きが走る。 

ドアの前に立っていたのは、バレンチー ノフ でも銃を構ぇた無法者でもなか 
悠然と微笑んだ東洋人 —— しかも女性であった。 

「マリア•タチバナさんね」 

彼女の口から流暢な英語で飛び出してくる。 

彼女——そぅ、藤枝あやめだ。 

「あなたは……？」 

「藤枝あやめと申します。あなたのことを必要としている者よ」 

「ぇっ . ?」 

「中に入つて、話をしてよろしいかしら」 


た 
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ギイイイイイ . 

マリアは大きく扉を開けた。あやめの話を聞くことにしたのだ。 

もし、いつもの夜だったら、見も知らぬあやめの話を聞くなどと いう 選択を取らなかった 
だろう。 

だが、この日は違った。 

バレンチ ーノフとの 再会。 そして、過去の思いに浸ったマリアは、 どうに も耐ぇ切れぬ寂 
しさを感じていた。 

わずかな時間、 I 緒にいてさぇくれればだれでもょかったのだ。その意味ではあやめは幸 
運であった。 

「ありがとう I 

あやめは一礼して部屋に入った。 

「ご用件は……？」 

ぶっきらぼうにマリアが言う。 





43 第四話 


あやめはマリアのほぅを向くでもなく、部屋の中を眺めていた。 
「なにもないわねえ……とても女の子の部屋には見えないわ」 


「女性であることを捨てたつてことかしら」 

「 . ！」 

あやめは微笑みながらマリアのほうを見る。 

優しい口調ながら、どこかマリアを挑発しているかのょうであつた。その微笑みを見てい 
ると、なにか吸い込まれそうな、なんでもしやべつてしまいそうな感覚にとらわれる。 

「ご用件は？」 

しかし、マリアのほうはあやめの挑発に乗らなかった。微笑の魔力に対しても強固な防御 
を発揮していた。 

あやめは顔には出さなかつたが、心の奥で舌打ちしていた。相手に挑発的なことを言い、 

感情を高ぶらせてぺースを乱し、自分のぺースに引き込む-長くあやめが使ってきた手で 

あったが、マリアは乗ってこない。 

あやめはなんとしてもマリアを説得して、自分たちのもとに引き込まなくてはならない。 
あやめと日本で待っている米田一基中将の理想のために。 
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あやめは戦法を替えた。 

「うふふ、無駄話なんかしてごめんなさいね。ただあなたに とても 興味があつたから、つい 
つい聞いてみたくなつたの」 


「もぅわかつていらつしやるかもしれないけど、私は日本人です」 


かんがい 

日本人と聞いてもマリアはそれほど感慨を抱かなかった。もちろん、自分に日本人の血が 
入つている ことは 知つている。しかし、それがなんだというのだ。確かにかつてロシアで 革 
命を戦ってきたマリアであったが、民族というものにそれほど囚われていたわけではない。 
いや、 むしろ、 民族という区分を憎んでいたか もしれ ない。自らの家族に過酷な運命を背負 
わせた"民族"という名の枷を。 

「あなたのお母様も日本人だったわね。お名前は……橘須磨さん」 

「 . ！」 

目の前の女性が母親の ことを 知っているという事実はマリアに大きな不快感を与ぇた。人 
間、 誰し も見知らぬ者に自分の ことを 調べられて いたと いう事実をつきつけられたときほど 
不気味 さを 感じる ことは ない。 
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ただ、マリアは「なぜ、あなたが!?」とは尋ねなかった。 

一瞬起こった不快さも、目の前の女性に対する好奇心も次の瞬間には消えていた。 
(どうでもいいこと だ .) 

そんなことを気にすることは一般の常識を持つた人間- 

(自分はそんな常識から外れた ところで 破滅を待つ女…… ) 

マリアの感情の変化をあやめは感じたのだろうか。微笑みが消えた。 

マリアに搦め手が使えないことは明白であつた。となれば、残りは正攻法しかない。 
「マリアさん、私はあなたの力が借りたくて ここに 来ました」 

あやめは真摯な表情で口調も丁寧に言った。 

「私の力……？」 

「そうです。あなたは自分でも気づいていないかもしれないけれど、素晴らしい力を持つ 
いる。その力をぜひ私に……いえ、私たちに貸してほしいの」 

r. 」 

「私たちはある都市の防衛を考えています。その都市に住む人々の暮らしを守りたいの。も 
ちろん、あなたには縁もゆかりもない人たちだけど、あなたの力があればその人たちをやが 
てくる大きな災厄から守つてあげる ことができる 一 


て 
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r ……残念ですけど、興味ありません」 

冷たい表情でマリアは言った。 

「自分の力がどういうものか知りたくない？」 
r ……はぃ」 

あやめの話をまるで信じていない—というわけではない。自分にあやめの言うとおりな 
にかの力があるのかどうかは知らない。そういうことには本当に興味がないのだ。あろうが 
なかろうがどうでもいい。 

だが、あやめのほうはここで引き下がるわけにはいかない。 

「マリアさん……あなたの過去は調べさせてもらつたわ」 


「あなた . 生きることが つらいで しょ」 

「 . ！」 

むく へいそく 

「でも、 そのつらさこそが 自分の受けなければ ならない 報い- そぅ 思つて、今の閉塞した 

日々を送つている . 違ぅ!?」 

マリアの表情が初めて大きく変わつた。愕然とした顔をして、あやめを見る。やがて、そ 
の視線に殺気にも似た凄みが加わった。普通の人間ならば、それだけで背筋が冷たくなるょ 
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けれど、あやめは怯まなかつた。 

「初めてね。あなたの顔にそんなにはつきりと感情が浮かんだのは。あなたはそういうふう 
にまだ感情を表すことができる。あなたは生きているのよ！ | 


「人は生きているかぎり必ずやらなければならないことがある！それは自分が生きている 

という証を立てること一 . マリアさん、逃げてはだめ！ 生きているという思いを . 」 

「あなたになにがわかるつ！」 

突然、マリアが激昂して叫んだ。感情が弾けていた。顔には夜叉のごとき形相が浮かんで 
ぃる。 

あやめはマリアの最後に残っていた心の琴線に触れたのだ。この瞬間、マリアは破滅を願 

よす もど 

う世捨て人の地位から、熱ぃ思ぃを抱ぃた少女に戻ってぃた。 

「わかるわ！」 

あやめのほうも叫んでいた。ここが正念場だ。 

「あなたの気持ちはわかる！戦いの中で愛する人を失つた気持ち！そして、自らの力の 

なげ 

なさを嘆く気持ち！一 
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そぅあやめも知つている- 

「ぇつ!?」 

マリアは完全に動揺していた。 

あやめの言葉に込められた気持ち。それに触れたとき、マリアは確かに自分と同じものを 
感じたのだ。 

逆にあやめのほぅは落ち着きを取り戻していた。叫んだとき現われた一瞬の感情は顔から 
すつかり消えている。マリアを見る目は涼しく、優しげだつた。 

「マリアさん、あなたのお母さんの国があなたを必要としているの。それは民族とか体制と 
かそういうものじやない。国という表現も不適当かもしれないわね。あなたのお母さんとか 
つてともに生きていたかもしれない人々が、あなたを必要としている」 


君が必要-それを言われたのは今日二人目だつた。そして、そのどちらもがマリアがな 

ぜこういう状況に自分を追い込んでいるかを知っていた。 

「地位、名誉、報酬……あなたにとつてそんなものはまるで意味なさないかもしれない。 
けれど、私たちはあなたに生きている価値を提示できるかもしれない。無論、あげるなんて 
おこがましくて言えないわ。ただ、あなたがそれを見つけることを手伝うことができる」 
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「マリアさん 


マリアは 必死で 心を鎮めていた。 

「帰つてください」 

鎮まつた心で考えたことは、ふたたび心にさざ波を立たされたくないといぅことだつた0 
目の前の女性がいれば、またそれは起こってしまうかもしれない —— 


いつたんはあやめは無言で応じた。 

しかし、やがて—— 

「わかったわ」 

あやめはドアに向かって歩き出す。 

ふとあやめは振り向いてマリアに聞いた。 
「またここに来てもいいかしら」 


マリアは無言だった。諸手を挙げて賛成する気持ちは皆無であったが、はっきり断ろぅと 
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いぅ気持ちも不思議と起きなかった。 

(どこかで この 人ともつと 話したがつ ている：.….？) 

その後、マリアはあやめが帰るまで沈黙を貫き通した。 

ギイイイイイイイ . バタン . 

あやめの姿がドアの向こぅに消ぇ、マリアの全身からスッと力が抜けていく。 

(これ以上、心を乱されたくない . 。私は破滅するんだ .) 

だが、そんな思いとは別に、あやめの言葉がマリアの頭の片隅に残っていた。 

『あなたは生きているの ょ！』 

7 

都市は物資の一大消費地である。 

商品は消費される場所に集まってくる。それにょり、大きな流通が生まれ、都市を中心と 
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のことが信じられない者は合衆国の大統領の就任式典を見ればょい。大統領は必ず聖書に手 
をついて宣誓するではないか。彼は合衆国を治めることを神と契約するのである。 

そういう土地柄において、神を否定した共産主義の台頭に合わせるかのょうに、一九|〇 
年代は敬虔なキリスト教的教条主義が勢いを増した。それを信奉する人々は禁欲を説き、 
聖書に反することをやる輩を憎悪した。そして、禁欲を破綻させる最大の悪者として、酒を 
名指ししたのである。 

連邦政府が禁酒法を成立させる前に、各州において、キリスト教的教条主義を代弁する州 
法が次々と成立していた。そして、一九 I 九年の段階で、合計三十三の州で禁酒法が成立し 
ていた。 

ニユーョークを出立した荷馬車は当時、「絶対禁酒法」 —— 酒の製造•販売•運搬を禁止 
した法律——を制定していたアーカンソー州に向かっていた。 

積み荷は当然、酒であった。 

人間、禁止すれば当然逆に飲みたくなるものである。事実、禁酒法時代の米国は、その実 
庶民にとっては飲酒の時代だったと言われるほど闇酒場が乱立した。そして、法律に逆らっ 
た商売のため、そこに暗黒組織の介在する利権が生まれる。 
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この荷馬車もそうした利権を獲得した暗黒組織の一つによって運行されていた。 

その荷馬車の荷台にマリアはいた。 

マリアは銃の腕前を見込まれて、無数にあった組織の一つに雇われていた。.用心棒という 
わけである。小さな荷馬車の一台にも、他の組織は見せしめのように攻撃を仕掛けてくる。 
用心棒は欠かせない存在であった。 

マリアは 自分を雇っ ている 組織が どういうと ころで、だれが仕切っ ている のかな どまる で 
知らなかった。 マリアにしてみ ればそんな ことはどうで もよ かった。ただ、当座の生活費 さ 
ぇ稼げればそれでいい。 

マリアはニユーョークに来てから、職についての希望な どまる でなかった。用心棒になっ 
たのもまったくの成り行きだ。酒場で絡まれた所を銃で追い払った。それを見ていた組織の 

幹部が マリアを 気に入った-ただそれだけ。ただ、 まっとう な職に つく 選択肢は マリアに 

は最初からなかった。用心棒として雇われたとき、たぶんこんなもんだろうという感慨だけ 
がマリアにあった。 

荷馬車の中に人は三人。お互いに会うのは今日が初めてだ。一人は馬の手綱を持つ老人。 

一人はやはり用心棒として雇われたガンマン崩れの荒くれ男。そして、マリアだ。 

ガンマン崩れは、西部の男ふうにジーンズをはき込み、ゥィンチエスターのラィフルを肩 
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に抱えて、ヒゲ面をマリアに向けてきた。さつきから値踏みするよぅにマリアを見つめてい 
る。目にはどこか好色そぅな光が浮かんでいる。 

もつ とも マリアは気にならなかつた。慣れつこ、というわけだ。 

「よう、ネ—チヤン」 

機会を窺っていたガンマン崩れは、ついに耐えきれなくなつたのか、いきなりマリアに話 
しかけてきた。 


無論、マリアは無視する。 

それでもガンマン崩れは一方的にしやべり出す。 
「女のくせにいい腕なんだって」 


「へへへ、女はな、銃は使うもんじやねえぜ。銃はな、受け入れるもんだ。わはははは」 
下卑た笑いがマリアの耳に入ってくる。が、それでもマリアは気にならなかった。 
「おめえもこんな所に流れてくるタマだ。どうでい、今晚あたり、俺としけこまねえか。 

の銃は、たぶんおめえさんが 今まで 扱ったどんな 銃ょりも . 」 

聞くに耐えない下品な揶揄を男はそれ以上言うことができなかった。 


俺 
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一う . 」 

突然、男の額から汗が噴き出す。 

マリアの視線が男を貫いていた。 

一人二人は人殺しの経験のありそうな男は、だからこそマリアの瞳の奧にある危険な光に 
気づいた。殺人者、暗殺者としての格の違い。 

「お、おめえ……」 

男はそれだけの声を出すのがやつとだつた。 

いつたい何人殺しやあ、そんな目ができるんだ . ? - 

「 . 」 

馬車の上は静かになる。周囲に響いて いる 音は馬が地面を踏む音。そして、車輪が地面と 
すり合う音だけだ。 

見通しのいい荒野を過ぎて、馬車が山道にさしかかつたときだ。 

馬車の音がいきなり別の馬の蹄の音にかき消された。 

「！」 

マリアが懐から銃を出し、構える。ガンマン崩れも慌ててラィフルを構えて、幌から外を 
見た。 
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背後から十数頭の馬が迫っていた。無論、背には武装した男たちが乗っている。 
「て、敵だ！」 

ガンマン崩れが焦った声をあげていた。 


マリアは冷静な瞳のまま無言だ。 

「なんだっていうんだ!?なんで、こんなちっぽけな馬車一台にあんな数が来るんだよ！ 
ええっ!?俺はなんて運が悪いんだ」 

ガンマン崩れは一人激しく相手と自分の運命を罵っていた。確かに数で考えたら、状況 
は極めて悪い。多勢に無勢。あの人数で押し込まれたら、荷馬車一台、簡単に仕留められて 
しまうだろう。 

マリアは瞬時に判断した。死ぬ確率が非常に高い という ことを。が、だから生きるために 
なにか策を考える という わけでもなかった。死ぬなら死ぬでもよい。それは自ら命を絶った 
ことにならない。仕事の最中での不慮の事故だ。 

r. 」 

マリアは冷静に狙いをつけ、銃を撃ち始めた。手にしっくりなじんだエンフィールド改が 
小気味のよい音を立てる。 
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ズギユン！ズギユン！ズギユン！ 

「ぐわああああああああああああっ！ J 

マリアの狙いは正確だ。一人、二人と肩を撃ち抜かれ、追っ手は落馬していく。 

「こ、このつ！」 

マリアの冷静さに、我を取り戻したガンマン崩れもようやくラィフルを構えて射撃を始め 
た。ただし、まだまだ気が高ぶっているのか、狙いは滅茶苦茶だった。 

ズギユゥゥゥゥゥ ゥン！ 

男たちも射撃を始める。が、馬上からの射撃はそれほど当たるものではない。 

「ひっ！」 

ガンマン崩れは怯えて首を引っ込めたが、マリアのほうは よけよう ともしなかった。 

だが、応戦 もここまで だった。 

荷馬車は敵に囲まれ、マリアの眼前に相手の銃口があった。必死で手綱をとっていた老人 
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は銃に脅され、馬車を止めた。 

「降りろ！」 

殺気立った目をして、馬上の男たちが叫んだ。 

マリアは 唯々諾 々と 従った。 

「ひつ ！ こ、このつ！」 

ガンマン崩れは恐怖のあまり、ラィフルを振り上げた。気が動転しての行動だったが、こ 
れが彼の運命を決めた。 

ズキユゥゥ ゥン！ 

男の一人が銃を発射し、ガンマン崩れは眉間を撃ち抜かれて地面に倒れ込んだ。 
即死であった。 

(次はあたしか…… ) 

ガンマン崩れの横に自分の骸が並ぶ光景を、マリアは人事の ょぅに 想像した。死への恐怖 
はない。むしろ、安堵の ょぅな 気持ちすらある。 

(これで楽になれる .) 
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危険な仕事を選んでやつていたのはこの日のためだつたか もしれ なかつた。 
r スーホィの者に間違いねぇな」 

にばしや 

「荷馬車は 押さぇろ！」 

男たちの声をマリアは淡々と聞いていた。積み荷を調べ終わると、リーダー格の男がマリ 
アのほぅに向き直つた。 

「いい女でもつたいないが……始末し ろ！」 


その瞬間、マリアは自分の手袋に目を落とした。死が贖罪になるかどぅかは知らなかつ 
たが、少なくとも手袋を気にせずともょい状況にはなる。そぅ思つた。 

ドギユゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥ ゥン！ 

だが、銃弾はマリアの眉間も心臓も貫かなかった。 

r ……!?」 

見ると、リーダー格の男がマリアの前の地面に倒れていた。 
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男たちが背後を振り向く。 

一台の蒸気自動車がこちらに向けて疾走してきた。窓から身を乗り出し、銃を撃つ人影が 
ある。 

さらに- 

ヒヒイイイイイイイイイイイイイイン！ 

馬のいななきが起こり、一頭の馬が横合いから躍り込んできた。 

「なにっ!?」 

馬上から白刃が振り下ろされる。 

ザシ ユツ！ 

「ぅわああああああああああああああつ！」 

髪の長い女が刀をふるっていた。あやめだった。 

「マリアさん！一 
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あやめがわずかに微笑を浮かべてマリアの名を呼ぶ。 


マリアは応ぇなかった。 

ザシ ユッ！ 

あやめは馬を巧みに操って、白刃をふるう。マリアをおさぇていた男たちも銃を撃つ間も 
なく、あやめの刀の前に沈黙した。ただし、いずれも命は失っていない。あやめの攻撃はす 
ベて峰打ちであった。 

いつの間にかマリアは一人で呆然と立っていた。一緒にいた老人は逃げてしまっている。 

「 . 」 

マリアは自分を助けるあやめを不思議そうな顔をして見つめていた。 

(なぜ、そうまで私のことを .？) 

それで、あやめに深く情が通じたかとい うとそう ではなかった。マリアの心はまだまだ頑 
なだった。 
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ドギユゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥ ゥン！ 

もう一方の味方、蒸気自動車も間近までやつてきた。そのころにはほとんどの敵が地面に 
倒れていた。 

最後の一人は銃を取り戻したマリアによって太股を撃ち抜かれ、地面に転がった。 

「マリア、無事かい？」 

車から降りてきたのはバレンチー ノフ であつた。さすがに マリア も驚きを顔に出す。 
「バレンチー ノフ 少尉……いぇ、少佐」 

「もう国は捨てたんだ。バレンチ ーノフ でいいよ」 

「なぜあなたが!?」 

「俺も君と同じく、スーホイの一家に加わつたんだ」 

r. 」 

マリアは名すら忘れてしまつていたが、マリアを用心棒として雇い入れたのは スーホイと 
いうロシア系の裏組織だった。道理でマリアが簡単に雇われたのも理由がつく。この ころ、 
米国に移民してきた各民族にいわゆるマフィアらしき組織が生まれていた。彼らは同じ民族 
の者を重用し、組織を大きくしようとしていたのだ。 
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「こいつらはアイルランド系のレイノルズー家さ」 

このころ、スーホイー家とレイノルズー家はハーレム近郊で縄張り争いを度々起こしてい 
た。 

「あなたまでが裏の世界に……」 

「俺はこの国に遅れてきた男だからね。成り上がるためにはこっちの世界にでも入るしかな 
いんだよ」 


「それに . ここに いれば君を守る ことができる」 

「 . ！」 

バレン チー ノフは熱い目でマリアを見た。が、マリアはつい視線をそらした。 

馬から降りて、あやめがマリアの横に立った。 

「とにかくマリアさん、無事でょかつたわ。もつとも、あなたはあたしが助けなくとも無事 
だつたでしょぅけど」 

「ぇっ!?」 

「あなたには危機を脱する力があるから」 
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ニコニコ微笑むあやめをマリアはしばらく見つめていた。心はまだまだ頑なではあつたけ 
ど、マリアは自分が目の前の女性に興味を抱き始めていることを自覚していた。 

「それじやあ、マリアさん、私はこれで」 

あやめはふたたび馬に乗った。 

「私はしばらくあなたのそばにいるわ。私は決してあきらめない」 

走り去るあやめの馬をマリアはしばらく見つめていた。 

「マリア . 俺たちもニユーョ I クへ戻ろぅ」 

バレン チーノフ がさりげ なくマリアの 肩を 抱こぅと した。 マリアは 露骨ではなかつたが、 
その 腕から逃れていた。 

8 

その夜、ハーレムの東一二五番街にある『ロウ•クラブ』にマリアはいた。 

『ロウ •クラブ』は台頭してきたばかりの新しい黒人の音楽——ジャズを聴かせるバーだ。 
やがて I 九二〇年代を評して"ジャズ•エィジ"と呼ぶほど、ジャズは隆盛を誇ることに 
なる。それはあの白人的禁欲保守主義に対する下層社会の反乱とも言ぇる出来事だった。そ 
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れゆぇ、ジャズはしばしば迫害された。 

普段、 『グレッグ•キャンドルの 店』などの静かな所を好む マリアが、 この日『ロゥ •ク 
ラブ』にいたのは、ジャズと いぅ 音楽の魔力にすがって、自らの頭の中に あるもやもやした 
思いをきれいさっぱり忘れたいからであった。 

マリアは困惑していた。自分の頭に新たな現世への思いが生まれることに。 

今、マリアの頭の中で気になる人物が二人いる。あやめとバレンチーノフだつた。やがて 
は破滅するであろう自分に、他者への余計な思いはあつてはいけないものだ。しかし、二人 
の印象はマリアの中に確実に刻まれている。 


鳴り響くジャズの中で、マリアは普段以上に酒のグラスを傾けていた。 

『それに . ここにいれば君を守ることができる』 

『私はしばらくあなたのそばにいるわ。私は決してあきらめない』 

二人の言葉が頭の中に甦る。二人ともマリアのためになにかしょぅといぅのだ。 
「余計なお世話 . 」 
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酔つたのか、珍しくマリアが怒つたょぅなつぶやきを漏らした。 
「マリア！ マリアじ やねえ か！」 

男の声が飛ぶ。 

マリアは振り向かなかった。だれなのかがすぐわかったからだ。 
「マリア、つめてえな。振り向くぐらいしてくれよ」 


マリアの前に男が立っていた。ボードヴイルである。 

「マリア、おまえが こういう 店にいるなんて、めずらしいな」 

ボ I ドヴイルはマリアのテーブルに勝手に腰を下ろした。ウェイターにバーボンを注文す 
る0 


マリアはボードヴィルを無視していた。いや、無視し続けるつもりであった。 

ふと、マリアは 壇上で トランペットを 吹く黒人奏者を見た。 

彼は頰をふくらませ、必死にトランペットを吹いていた。額に玉の ょぅに 汗が浮かんでい 
る。 が、つら さなど 微塵も感じられない。トランペットを口から離したとき、彼の顔には笑 
みが浮かんでいる。満面の笑み。生きている喜びそのもの。 
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珍しくマリアはその笑顔に気を取られていた。 

「マリァ……!?」 

どこか惚けたょぅな表情を見て、ボードヴィルが声をかけた。 

r. 」 

グ ィッと マリアはグラスにあった酒をすべて飲み干す。お代わりを注文し、来た次の瞬間 
には空にしていた。 

「お、おぃ、マリァ」 

r . なぜだ」 

「ぇっ!?」 

「なぜみんなそんなに必死に生きる？生きることはつらいことじやないのか!?」 

それは別にボードヴィルに言ったわけではなかった。むしろ、自分に問いかけたょぅに口 

ち J : ラ 

調だ。 

マリアは酔っていた。 

こんなマリアを見るのはボ—ドヴィル にと って初めてのことだった。 

「あのな、マリア . 生きる ことは つらいかもしれねえけど、楽しい こと もあるんだぜ」 







68 


「十つら くても、 一楽し けり や、 その 一の ために生きてもいいじ やねえか」 

r. 」 

「もっとも、俺は十、楽しい ことば かりだけどな！特に今日なんかは おまえと 一緒に酒が 
飲めてるわけだし。わつははははは」 

ボードヴィルはすぐに笑いを止めた。 

目の前のマリアが真剣な顔で自分を見つめていることに気づいたからだ。 

「私はつらい と 思つたから こそ、 生きる ことを 選んだんだ。死ぬ ことほ ど楽な ことは ない。 
死んでしまえばなにも考えなくて済む。だが、生きていれば毎日毎日、いろいろな思いに苛 
まれる。過去の過ちを思い出して苦しまなければならない！ だから、私は生きる ことを 選 

んだ！ けれど、生きることが楽しいだなんて . 一つでも楽しみがあるなんて……そんな 

ことじや . あの人に . 隊長に . 」 

「ぉぃ、マリア!?」 

「私の手は血で真っ赤だ！こんな手をした人間が生きることに喜びなんて見いだしていい 
わけない！」 

マリアはいつの間にか大声で叫んでいた。したたかに酔っている。 
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朝日がカーテンの隙間から差し込んでくる。 

その光でマリアは目を覚ました。 

「あ……」 

ガンガンと頭が割れるように痛い。周囲は強烈な酒の匂いが充満している。気分は最悪だ。 

「う . 」 

気を許せば、まだ胃の中の物が逆流しそうであった。 

「ここは . ?」 

そこが自分の部屋であることに気づいたのは直後だった。 

「あ……？」 

「おはよう、マリア」 

「ぇっ!?」 

粗末なキッチンの ほうから ボードヴィルが顔を出した。 

そのと き、 ようやく マリアは もう 一つの ことに 気づいていた。自分がベッドの中で服を着 
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ていないことに。 

「あ . 」 

全裸のマリアは呆然とシーツをつかんでいた。 

さすがに事態を理解す るまで 時間がかかる。信じられな いという 気持ちも ある。 
「どうした？一 

いつの間にかボードヴィルがベッドの端に腰を下ろし、ニヤニヤ笑っていた。決していや 
らしい笑いではない。愛嬌のあるその笑いで、彼はしばしば人を煙に巻く。 

「わ、私は……」 

珍しくマリアは動揺していた。 

もし、 自ら 進んで身体を許したなら、こんな態度はとらなかつたろう。命のやり取りの場 
ではいかなるハプニングにも冷静に対処するマリアも、自らの人生の場となるとつい年齢が 
顔を出すようだった。 

「かわぃかったぜ、マリア」 

ボードヴィルが笑みを浮かべたまま、つぶやく ように 言った。 

その瞬間、マリアの顔がポッと赤くなる。 

「ム . ふよよよよよ ii よ ( i よよつ！ I 





とうとうポ^ドウィルは吹き出 i て__ i まつた。 

「な、なにがおかしい!?」 

「ははは……すまねぇ。ただ、マリア、おまぇが結構純情だった と 思う と ……。ホント、か 
ゎいいぜ」 

「だ、黙れ！」 

マリアは叫んでいた。が、いつもの迫力はない。顔を赤らめ、必死に叫ぶその姿は年頃の 
少女のそれだった。 

「安心し な、なにもしてねえよ」 

「えつ!?」 

「眠っている女を無理矢理やるのは主義に反するんでね」 


「言っておくが、服はおまえさんが勝手に脱いだんだぜ。律儀だねえ」 

マリアは 普段全裸で眠る。酔っ ぱら つた マリアにはその 習慣が出て しまつた だけのことだ 
った。 

「どぅだい、マリア。人生 もそぅ 捨てたもんじやねえだろ。こんな紳士に出会えるんだから 
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『この戦いが終わって、新しい国ができたら俺たちはこの国を離れょぅ、マリア。この仕事 
を無事やり遂げることができたら、 もぅ 一度新しい人生を始めるの もいいと 思わないか。米 
国に行ってすべてを忘れて、 おまえと . 』 

「マリア . ？」 

今度はボードヴィルが愕然となる番だった。 

マリアが 目から ボロボ ロと 大粒の涙がこぼれて くるの だ。顔は決して泣き顔ではない。そ 
れなのに涙だけは止めどなくあふれてくる。 

r . すまない」 

マリアは指で涙を拭った。 


ボ—ドヴィルは黙つている。マリアの涙が止まるのをじつと待つていた。 

「昔、同じことを言われた . 」 

涙が止まつて、マリアがポツリと言つた。寂しそうに . そして、少しうれしそうに。 

「それを思い出したら涙が出てきた」 
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「私は過去は捨てられない。今は特に：….」 
「捨てちまえよ。楽になるぜ」 


マリアは小さく首を振つた。 

ボードヴイルがまいつたぜという感じで大きくタメ息をついた。 
「ま、焦らなくともいいか。若いんだしな」 


「うれしかつたぜ、マリア。いろいろと話してくれて」 


「さて、俺は行くか」 

ボードヴィルが立ち上がる。 

「ぁ . 」 

なぜかマリアは手を伸ばした。その瞬間気づいたのだ。たつた 今、 自分が安らぎを感じて 
いたことを。そして、その時間をもつと長く欲した自分を。 

「どぅした？」 
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不思議そぅ にポ ード ヴィルが こちらを 向く。 

そのときにはマリアはいつもの表情に戻つていた。 

「なんでもない。 . ありがとぅ」 

「けつ。なんか、マリアに礼を言われ ると 照れちまうな」 

ボードヴイルがドアまで歩いていく。 

ドアのノブに手をかけたとき、ふたたびボードヴイルはマリアのほうを向いた。 
「また来ていいか」 


マリアは答えなかつた。いや、答えょぅとしたのかもしれない。だが、答える ょりも 早く、 
それを遮る出来事が起こつていた。 

ドンドン！ 

ドアがけたたましく叩かれる。 

「ん？」 

訝しげな表情で、ボードヴィルがドアを開けた。 
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「マリア！」 

飛び込んできたのは男だ。顔を真っ赤にした怒りの表情でボードヴィルをにらみつける。 
「バレンチー ノフ少佐！」 

マリアが叫んだ。 

「なんだい、あんた？」 

ボードヴィルが どこか 間の抜けた ょうな 調子で言葉を発した。 

だが、それに対する返答は声では行われなかった。 

、、、キイ イイイイイツ！ 

人間を殴るとこれほどまで音が出る-感心するほどの打撃音が響く。もつとも出したほ 

うはたまつたものではないが。 

バレンチー ノフの 拳は まともに ボ ー ドヴィルの頰に 決まり、 彼は大きく吹き飛ばされて床 
に激突した。 

「マリア、こんな男と付き合うのはょ せ！」 

バレンチ I ノフは 激昂して叫んでいた。 






f 
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一瞬の出来事に、マリアは呆然となっていた。我に返ったのは、ボードヴィルが起き上が 
った瞬間だった。 

「。へっ」 

ボードヴィルが血を吐き出す。床に白い齒が転がった。ボードヴィルの奥歯が折れていた。 
「ちぇつ、いいパンチしてるぜ」 

ボードヴィルの顔に笑みが浮かんでいる。しかし、 それは いつもの 笑みと 違い、 なんと 凄 
みのあるものか。 

「編！」 

バレンチー ノフがいきり立って、ボードヴィルに殴りかかる。 

が、今度はボードヴィルも頰を差し出さなかった。 

「けっ！」* 

突進してくるバレンチー ノフに向かって膝を突き出す。ボードヴィルは喧嘩慣れしていた。 
T 1 フ ぐつ！ I 

それがまともに腹に入り、痛みでバレンチー ノフがかがみ込んだのを狙って、背中に肘を 
落としていつた。 
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ドカツ！ 

ボードヴィルの身体が離れると、バレンチー ノフは 床に へたり 込んだ。 
「うが……」 

腹をしたたかにつかれて、バレン チー ノフは 胃の中のものを逆流させていた。 

「この . ！」 

「まだやる かい!? 」 

男たちはなおもやり合うつもりだった。が、闘いを継続させることはできなかつ 
「もうやめてください」 

身体にシーツを巻きつけたマリアが二人の間に立っていた。 

マリアは怒ったような、どこか沈んだような表情で二人の顔を交互に見た。 

「タッ……」 

「ちぇっ . 」 

その表情に二人の戦意は急速に萎ぇていく。 

「マリア、君は こんな 男の相手をする ような 女 じやない」 

バレンチー ノフが怒りの表情で言った。 


た 
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「言ってくれるぜ」 

ポードヴィルが挪愉するょぅに肩をす^める。 

その 行為が 気に障ったらしい。バレンチー ノフが なにかを叫ぼぅとした。 
「バレンチー ノフ 少佐、今日は帰って ください」 

バレンチーノフが叫ぶよりも先にマリアが強い調子で声を発していた。 
その言葉にバレンチーノフは憮然とした表情でマリアを見る。 

「帰って ください」 

マリアの顔は冷たかった。 


バレンチーノフはなにも言ぅことができない。しばらくの間、マリアを見つめていたが、 

きびす 

やがてボードヴイルをにらみつけると、踵を返して部屋から出ていつた。 


「なんだい、ありや？」 

バレンチーノフの姿が消えた後でボードヴィルが呆れたょぅに言った。 
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r ……私の昔の友人ょ」 

そんな言い方をマリアはした。 

(バレンチーノフ少佐 . なぜ私にそれほどまで .) 

自分に執着するバレンチーノフにマリアはどこか醒めた思いを感じていた。 

〇 

騒動があってから三日間はマリアの前にバレンチーノフもボードヴィルも姿を現わさなか 
った。 

その間、マリアはいつものょぅにスーホィー家の息のかかった店で用心棒をして過ごした。 
それが終わると『グレッグ•キャンドルの店』に顔を出して一杯飲んで帰る。 

表面的にはなにも変わらない。が、心の中では大きな変化が現われていた。 

その日もマリアは用心棒仕事が終わった後、『グレッグ•キャンドルの店』にいた。 
あいかわらずマリアの前にはゥォッカのグラスが置いてある。が、今日はまだ、出されて 
からそれに一度も口をつけていなかった。 
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ただ、 じっとそのグラスを 見て、 マリアは 考ぇ込んでいた。 

頭の中に浮かぶのは自分に干渉してくる人間たち。それは本来、ただ鬱陶しいだけの存在 
であるはずだった。 

しかし、今、それが崩れかけている。 

他人と 接する ことを 嫌って、 この 『グレッグ •キヤン ドルの店』 に 来て いるは ずだった。 
それなのに、今は心のどこかでボードヴィルが現れる ことを 期待している。 

(どぅしてしまつたん だ、私は .) 

ここ三日間、ボードヴィル、バレン チーノフ 、そしてあやめ —— 気がつく と 彼らの ことを 
考ぇている自分がいる。必死に否定しても彼らの顔が浮かぶ。 

r. 」 

やるせない気持ちに心を苛まれ、マリアはゥオッカをあおった。 

グラスをおいて、首をブルンと大きく振る。 

今度こそ思いを振り切る—つもりたった。 

「ここ、いいかしら」 

柔らかな声が響く。 
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それがだれのものかをマリアは瞬時に理解した。 

振り向いたマリアの視界に黒髪の美女——あやめの姿があった。前とは違い、ブルーのス 
—ツを着て、髪を まとめて いる。 


あやめはマリアの表情をうかがいながら、横の席にゆっ くりと 腰を下ろした。マリアは無 
言だった。しかし、拒否の態度 もとらな かったし、表情に も 表さなかった。 

あやめはスコッチを注文し、静かに杯を傾ける。 

言葉は発さない。ただマリアの横に座っているだけだ。マリアが話し出すのを待っている 
かのょうに。 

「あなたは……」 

待っ ている ものが来るまで、一時間と いう 時がかかった。 

マリアは グラスを見つめた ままで あったが 口を 開いたのだ。 
r ……恋人を戦争で亡くしたのか？」 

「ええ」 

あやめは短く答えた。 

「自分の目の前でか？」 
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あやめは自嘲気味に微，笑んだ。自らの力の無さを悔いる気持ちがそこにありありと出てい 
る0 


それは同じ気持ちを有するマリアにはよくわかつた。 

「そのと きはね、私は自分だけが生き残つ てし まつた ことを 恥じたわ。すぐに死ぬ ことを 考 
えた。あなたより弱虫よね」 


「でも、説得されたの。ある人に。どうせ死ぬつもりなら、死んだと思つてこれからも自分 
の仕事を手伝ってくれないか、つて」 


「その人も彼の友人で、彼の死を 私と同じくらい ……ううん、私以上に悲しんでくれた人だ 
った」 

あやめはそこでグラスをとつた。 

マリアもつられたょうにグラスをあおる。 

あやめはグラスを置くと、話を続けた。 

「その人の話を受けたのは結局あなたと同じ思いだった。帝都を守るという仕事を私は続け 
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ることにな つた。それは とてつもなく 大変な こと。 だからあたしは、 自分を追いつめるため 
に受けたの。苦しむ ことが 彼への償い。あの人は死んで しまってもぅなに もで きない ……あ 
たしだけが のうのうと 生き永らえるのは 違う。そう 思つていた . 」 


「でもね . 仕事を続けて いるう ちに、気づいたの。もし、自分を苦しめるためだけに生き 

ているとしたら、彼の死を無駄にしているんじやないかつて」 

ハツとしたょうにマリアはあやめを見た。 

あやめのほうは目の前のグラスを見つめている。 

「今まで私はずつと彼を見つめて仕事をしていた。彼に ついてきているという 気持ちが強か 
つた。彼がいなくなつて、初めて私は仕事に直面して……彼が一生懸命やつていた ことを 本 
当の意味で知ったの」 

「彼が一生懸命やつていた こと，：…？」 

「そうょ。 彼は ね . 私の ことも 考ぇて くれていたけど、それと同じくらい . ううん、そ 

れ以上に仕事のことを考ぇていた。そして、私はそうした彼の気持ちをぜんぜん理解してい 
なかつたことを知つた」 
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「マリアさん、あなたは死んでしまった彼がどんな気持ちで仕事に取り組み、どう思ってい 
たかわかる？」 

厳しい口調であやめは言った。答ぇられないでしょ、とあやめの目が言っていた。 

そして、実際その通りだった。 

r. 」 

マリアは 沈黙して いることし かで きな かつた。 

あやめの言うとおり、ユーリー=ミハィル•ニコラーエビッチが死んで以来、そんなこと 
を考ぇたのは一度もなかったのだ。 

「私は彼の意志を継いで、帝都東京を 守る ことを決意した。あなたのょうな力のある者を探 
し出すのもその仕事の一つ。こうやって仕事を続けて、帝都東京を 守る ことが彼の死への 償 
いになるとわかつたから！」 


「私が正しいかどぅかはわからない。けれど……これだけは言っておくわ。彼の死を無駄に 
したいのなら、あなたはこのままでいるといいわ」 

あやめは真摯な瞳でマリアを見た。 

マリアはにらむよぅにあやめを見返す。 
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「そして無意味な死を迎えなさい。でも、あの世で彼に あつたと き、彼は あなたを 笑顔で 
えて くれる かしら」 

ダンッ！ 

空になつたグラスを置き、マリアは席を立つた。 


¥イイイ VV イイ. 


店を出ていくマリアの後ろ姿をあやめはいつまでも見続けていた。 


1 

IX 


(隊長の……ユーリーの仕事…… ) 

革命軍に身を投じ、出逢って以来、ユーリ1=ミハィル•ニコラーエビッチはずっとマ 
ァの前にいた。 


迎 
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最初、 兄のょうに思ぇた彼を、いつしか一人の 男として 意識するょうになり、やがて想い 
を H げた。 

彼が マリアの 人生 そのものとなり、 自分が生きて いるのは 彼のた めという 想いだけが マリ 
アの 中にできてい，た。 

が、 ふと 思い返してみると、あやめの言つ たと おり、いつたいどれだけ彼の仕事の ことを 
理解していただろうか。 

『この仕事を無事やり遂げることができたら、 もう 一度新しい人生を . J 

そう、あの 言葉のと きも . 。彼はやはり仕事の ことにいつも 思いを馳せていた。 それな 

のに、自分は- 


あやめの言葉がマリアの頭の中で響きわたる。 

『彼の死を無駄にしたいのなら、あなたはこのままでいるといいわ』 
『あの世で彼にあつたとき、彼はあなたを笑顔で迎えてくれるかしら』 





90 


マリアは大きく首を振った。 

考ぇたくなかった。米国に来てから今日までの人生がすべて無駄になる —— 

「……！」 

滑稽な話だ。無駄な人生を送り、苦しみを味わうことが彼への償いになると考ぇていた。 

その行為自体が無駄かもしれないと知って、こんなにも恐れを抱くなんて - 

(私は彼のことをなにも理解していなかった…… ？) 

そんなことない、と声を大にして否定したかつた。しかし、それができない。 

逃げることができない問題のはずなのに、マリアは無性に逃げたかった。 

(マリア……あなたが望んでいた苦しみの瞬間が来ているのょ。それなのに、あなたは逃げ 
ょうとい うの .!?) 

自分が情けなかった。そんな思いに駆られながらアパートの階段を上っ たと き、自分の部 
屋の前に立っている人影に気がついた。 

「 . ！」 

それはバレンチーノフだつた。 

「マリア . 」 
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バレンチーノフはどこかすがるょうな視線をマリアに向けてきた。 

「少佐、今日はどうして？」 

先ほどまでの悩みを心の奥にしまい込み、マリアはいつもの冷静な彼女に戻つていた。 
「君にどうしても会いたかつた」 

「少佐…… - 

「マリア……俺は君が好きだ。本当だ！だから、俺のものになってくれ！俺のことだけ 
を見て生きてほしい！」 


バレンチー ノフの口調はあくまで熱っぽく力のこもったものだ。しかし、マリアは醒めて 
いた。バレンチー ノフの言い方は、たった今まで聞いてきたあやめの話からすれば、なんと 
軽薄なことか。 

「バレンチー ノフ少佐……すいません、私は……」 

「あの男のせいか!?」 

丁重に断ろぅとしたマリアに、バレンチーノフは凄まじい剣幕で迫つてきた。あの男とは 
ボードヴィル のこと に違いない。 

「ボードヴィルは関係ありません。ただ、私は……」 
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「マリア、聞いて くれ！ あの男は君の ことを だまして いる！ あの男は名うての遊び人だ 
というじ やない か！」 
r ……調べられたんですか？」 

「！」 

バレンチー ノフの顔が赤から青になった。マリアの口調にこめられた、どこか非難の気持 
ちに気づいたのだ。 

「マリア . はっきり 言うょ！ 俺には . 俺には君しかいないんだ！この国で頼れるの 

は君しか考えられないんだ！わかってくれ！俺には君が必要なん だ！」 


白々しい……とまではいかないが、それに近い気持ちがマリアには浮かんでいた。 

バレンチー ノフ少佐、なぜあなたはそこまで焦つておられる？- 

「少佐 . 今日はお引き取りください」 

「マリア！」 

「あなたが私のことを思つてくださる気持ちはぅれしいし、私はあなたのことを信頼してい 
ます。けれど、今の私はあなたの申し出を受ける気にはなれないんです」 

「マリア、待ってくれ！俺の話を……俺の気持ちを理解してくれ！」 
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「私が今一番理解したいのはユーリー=ミハィル•ニコラーエビッチの気持ちです」 

「ユーリー . ？」 

「失礼します、少佐」 

マリアはバレンチ I ノフの横を通り、部屋のドアを開けた。 

「マリァ！」 

「おやすみなさい、少佐」 

バタン…… 

マリアは静かにドアを閉めた。 

バレン チー ノフ はなにもしなかつた。いや、頑ななマリアの前でなにもできなかつ 
うほうが正しいかもしれない。 

ドアのノブを後ろ手でにぎつたまま、マリアは立ちつくしていた。 

(少佐……今はあなたのことを考ぇている余裕はないんです) 

そう、マリアが考ぇなければならない相手はこの世にいないのだから。 


た 








その日は特に寒さが厳しかった。 

午後から降り出した雪は強くはなかったが溶けずに残り、夜には足首が埋まるくらいまで 
積もっていた。 

夜、マリアが呼び出された酒場『ボルガ河畔』はやけに用心棒の数が多かった。バレンチ 
— ノフの姿も見ぇる。 

理由はまもなくわかった。組織の長ィリムジン=サブローフ•スーホィがこの酒場に訪れ 
るからだつた。 

スーホィは貧しいロシア移民の息子で、十六歳から裏の世界に手を染めた。以来五十年、 
彼が築いたものはハーレムでは押しも押されぬ大きな組織となっていた。 

マリアは店の名前に少し因縁めいたものを感じていた。あの日——モスクワでの戦闘が行 
われた運命の日、マリア、ユーリー、そしてバレンチーノフが所属していた革命軍(赤軍) 
はボルガ第三連隊と呼ばれていたからだ。 

「マリア . 」 
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バレンチーノフがやつてきて、小声でマリアに話しかけた。 

「なんでしよう一 

抑揚のない声でマリアは応えた。マリアの中でバレンチーノフの存在はそういった反応の 
レベルにまで成り下がつている。 

「俺のことを信用してくれ」 

バレンチ ーノフ はなお も そんな ことを 言つていた。 

「私は少佐のことを信用してますし、信頼しています」 

やはり抑揚のない声でマリアは応じる。 そう 言いながらマリアは思つていた。 

(なにを焦つ てい るんだろ？) 

さらになにか言おうとしたバレンチー ノフ だが、それは背後に現われた男にさえぎられた。 
「よう、 色男。人の女にそれ以上ち よっ かいかけないで もらおう か」 

陽気な声でそう言ったのはボードヴィルであった。 

振り向いたバレンチーノフの目(:は憎しみが込められていた。が、さすがにここでは騒ぎ 
は起こせない。 

「タッ . 」 

バレン チー ノフは忌々しげにボードヴィルを見据えると、その場から離れていつた。 
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「ボードヴイル、なぜ ここに？」 

「なに、おまえさんの顔が見たくなつて、仕事をしてそうなところを二、三力所回つたのさ」 
「……ありがたいが、私はあなたの女ではない」 

「あいかわらず冷たいね。外に積もってる雪よりも」 

「 . •」 

ボードヴィルとの会話はマリアにとつて不快ではなかつた。愛が存在する——とはまだと 
ても言えない。だが、前に比べれば遙かにボードヴィルへ好意を抱くようになっていた。 

「さて、今夜は楽しませてもらうぜ。 . 仕事が終わったら飲みに行こうぜ、マリア」 

「 . 考えておく」 

ボー ドヴイ ルは マリアの 言葉を聞いて、ニ カッと 笑った。 その 答えは彼に とって 予想外の 
収穫だったに違いない。 

しばらくして、 酒場のざわめきが消える。 

たくさんのボディガードを連れて、スーホイが現われたのだ。 

マリアはスーホイを見るのは初めてだったが、あまり強い印象を抱かなかった。小柄な老 
人 —— その程度だ。 
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スーホイを迎え、酒場の一角のステージでシヨーが始まった。全裸に近い女たちがジャズ 
にのつて踊る。 

そんな中、マリアにまたバレンチーノフが近づいてきた。 

「マリア、来てくれ」 


マリアはバレンチーノフの言葉に無言で従った。 

マリアが連れて行かれたのは、驚いた ことにスー ホイのもとだった。 

「ほう。おまぇさんが噂の美人用心棒というわけか」 

スーホイはわずかに好色そうな笑みをマリアに投げかけてくる。マリアは硬い表情でそれ 
に応じた。 

それにしても、とマリアは思う。 

いったいいつの間にバレンチーノフはスーホイに取り入ったのか—— 

マリアの目の前で、親しげに会話するスーホイとバレンチーノフの姿があった。 

マリアと バレンチ ー ノフは そのまま ス ー ホイのそばに とどまることにな つた。 

「ボスにはときどき会いに行くんだ」 

仏頂面で立っ ているマリアの 耳許にバレンチー ノフ がささやいた。バレンチー ノフ は自 
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慢 らしい が、 マリアはほとんど 興味がない0 

やがてショーが終わり、店内を拍手の渦が埋め尽くした。 

そのときだつた。 

ズガガガガガガガガガガガガガ…… 

マシンガンの音が響きわたり、スーホイのボディガ^—ドが倒れ込む。 

「きや一つ！」 

「ぅわあああああっ！」 

悲鳴があちこちで上がり、店内はあっといぅ間にパニックになった。 

いきなりの 襲撃だった。 

相手は少人数だ。がしかし、とっさのことでボディガードも用心棒も浮き足立っている。 
そこに重火器での無差別攻撃だった。 

「きやあああああああああああああつ！」 

用心棒やボディガードがそれに巻きこまれていく。圧倒的に襲撃者が有利な状況になって 
いた。 
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マリアは冷静に自分の銃を手にして身体を伏せていた。目の前にはやはり身体を伏せたス 
—ホィの姿がある。 

「マリア！ ボスを右奥の 裏口から！ 俺は援護す る！」 

バレンチー ノフの声がマリアの耳に飛び込んできた。 

見ればバレンチーノフは倒れたテーブルの陰で銃を手に身を潜めている。表情は落ち着い 
ていた。 

「俺を信頼し ろ！ マリア、早^ -! 」 


マリアはスーホイを促してその場を離れた。ボディガードも一人ついてくる。 
バレンチー ノフの 言ぅ とおり、 右の 奥(:は 通路が あり、 その先にドアがあった。 
焦った表情のボディガードとスーホイが先にそのドアから出ていく。 

そして- 


ズギユウ ウン！ ズギユウウ ウン！ 
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間近で銃声が響き、マリアの眼前でスーホイとボディガードが雪の上に崩れ落ちた。 

とつさにマリアは地面に伏せる。 

路地の前方に三人の男が銃を構ぇて立っていた。 

(待ち伏せされた .!?) 

マリアは思い出していた。あのモスクワでの最後の戦いの時もこんな状況だった。待ち 
伏せされ、突然の銃弾。そして、倒れる隊長の姿 —— 

「！」 

気がつくと待ち伏せした男たちの銃口がマリアのほぅを向いていた。マリアはまだ銃を構 
ぇていない。 

(殺られる…… ) 

自分の死を冷静に受け入れられるはずだった。だが、この日は違った。心の中にあるこの 
思い—— "生きたい！"。 

彼への償いを したい！ 

自分はまだなにもしていない！ 

奔流となってそんな想いがあふれ出てくる。 

男たちが指に力を込める。 
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マリアが唇を嚙みしめた瞬間、視界の隅に路地の向こうから走ってくる女の姿が見ぇた。 
あやめだ。 

「マリアさん！ 生きることを思つて！ 力を 使うのょ！ 一 
あやめが叫んだ。 

(生きる……！力…… !?) 

マリアが キッと 前方の三人を見据ぇた。 

ガ…… 

次の瞬間、彼らの拳銃はものの役に立たなくなっていた。 

「……!?」 

彼らはわからなかったが、銃の撃鉄が一瞬にして凍りついたのだ。 

それがマリアの力だった。 

「はあああっ！」 

あやめが走り込んできて白刃をふるう。 

「ぐわっ！」 
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三人の男は次々と雪の中に倒れ込んだ。 

「マリアさん、 危ない！」 

振り向いたあやめがふたたび叫んだ。 

マリアの背後にマシンガンを構ぇた男が現われていた。 

ズガガガガガガガガガガガ ガッ！ 

銃，弾が マリアの 左肩を、 さらに 右対嫩を»?ぬいた。 

しかし、それだけだ。 

弾の大半はさらに後ろから飛び出した男の身体に吸い込まれていた。 

「ぐは . 」 

男は仰向けに倒れた。 

ボ—ドヴイルだった。 


ズガアアアアン！ 
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「うか . 」 

マリアのエンフィ—ルド改がマシンガンの男を沈黙させる。 

そのままマリアはボードヴィルの もとに 駆けつけた。 

「ボードヴィル！」 

ボードヴィルの身体を抱き起こす。虫の息でボードヴィルは笑みを浮かべた。 
「よう……俺、かっこよかったか……」 

「ボードヴィル……」 

「マリア . 俺のために . 苦しんで生きようなんて . 思うな . よ」 

「……バカ」 


ボードヴィルはマリアの腕の中で息を引き取った。 

女のためなら命を落としたつて構わない——そぅ公言していた男は、その公言どおり人生 
の幕を引いた。 

マリアはじっとボードヴィルの死に顔を見つめていた。 

周囲は静かだった。 

酒場の中からも物音が聞こぇなくなつている。 
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「マリアさん、傷の手当を」 

だが、マリアはまだ動こうとはしなかつた。 

「彼らは私がスーホィを連れてここに来ることを知つていた . ？」 

マリアは自問するかのょうにつぶやいていた。 

「バレンチー ノフ少佐……なぜ……？」 

あやめが強ばった表情で言う。 

「マリアさん . 今はこんな ことを 言う時じやないのか もしれ ないけど . モスクワであな 

たが最後に経験した戦いの報告にこんな記述があるわ」 

マリアは黙ってあやめの言葉を聞いていた。 

「ボルガ第三連隊は政府軍の待ち伏せを受けて全滅。生き延びたのはあなたと……途中から 
隊列を大きく外れた第一中隊第四小隊だけだった」 

「第一中隊第四小隊 . バレンチー ノフの隊 . 」 

マリアはボードヴィルの遺体をそっと地面に横たぇると、傷を押さぇながら立ち上がった。 
ゆつ^^りと歩き出す。 

「マリアさん . 」 

「こいつらはレィノルズー家の者たちだ」 
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雪に鮮血がしたたり落ちるが、歩みを止めない。 

そのマリアの身体を支ぇる手があった。 

「私も一緒に行くわ」 

あやめの言葉にもマリアは前を見つめるのみだった。 

3 

ズダァアァァァァァァァン！ 

ドアを蹴破って、女が二人飛び込んできた。 

その場にいた男たちは一瞬、不思議な光景を見たょうな顔をした。 

それが殴り込み だと わかる までそう 時間はかからなかったが、 そうわ かった ときにはすで 
に男たちに意識はなかった。 

二人は鬼神のごとき強さであった。 

ザシユッ！ 


106 


ズギユゥゥゥゥゥ ゥン！ 

十数人いた男たちが床にキスをするのに三分とかからない。 

あやめとマリアはさらに奥のドア、奥のドアと駆け込んでいく。あまりに素早い動きに、 
どの部屋でも男たちの抵抗はわずかなものに終わった。 

最後のドアに たどり 着くのに、十分とかからなかった。そのドアを開ける直前、マリアは 
銃弾をドアに向かって数発撃ち込んだ。ドアの向こうで待ち構ぇる男たちの姿が見ぇたの 
だ。それこるが彼女を九歳にして革命の闘士と認めさせた力だった。 

「ぐわああああああ . .」 

ドアの向こうから 悲鳴が響く。 

ジヤキイイイイイイイイン！ 

ドアはあやめの刀にょって斬り開かれた。 

部屋の奥に、恰幅のいい男が立っている。そして、その横にもう一人 . マリアのょく知 

る男が—— 
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【貴様ら！」 

恰幅のいい男が叫んだ。レイノルズー家のボス、グリフ•レイノルズであった。 

ザンッ！ 

レイノルズが机の上の拳銃に手をかけた瞬間、あやめの刀がレイノルズの眉間をしたたか 
に打ち据ぇていた。 

レイノルズは床に転がり、そのまま動かなくなる。 

その間、マリアはずっともう一人の男に銃を向けていた。 

男は信じられないといつた表情でマリアを見つめていた。 

「バレンチー ノフ 少佐……」 

マリアが声を出した。 

バレンチーノフは我に返ったょうに目を見開く。 

「私(:執拗なまでに近づいてきたのは……このためだったのですね」 

「マ、マリア……」 

「自分を信頼しろ . あなたはそう何度も私に言った。そして私をスーホイに近づけ、スー 






108 


ホィを誘導させた。仕掛けた罠のほうに」 

「聞いてくれ、 マリア！ こうで もしない と、この世界 じや 成り上がれなかったんだ！俺 

はなん としても成り上がりたくて . 」 

「私を裏切った ことは いいです、少佐。ただ一つ教えてください」 

「えっ . !?」 

「モスクワでのあの 戦闘のと き、敵が あそこに 待ち構えている ことを あなたは知っていたの 
ですか？」 

しばしの沈黙があった—— 

「マリア、俺は . 」 

バレンチー ノフはマリアに 向かって手を差し出す ようなそぶりを 見せた。 

が、その手はそのまま背広の懐に入る。 

取り出したのは銃だった。 

ズギユゥゥゥゥ ゥン！ 

「广スょ夕いビな二、」 
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一瞬早く、マリアの銃声が響いていた。 

4 

その後、出血多量で意識を失ってし まった マリアは、手術に ょっ てなん とか 一命を取り留 
めた。 

数日後、意識を取り戻したマリアを見舞ぅあやめの姿があった。 

「ここは私の手助けをしてくれている人たちの病院だから、お金の心配はしないでね」 
あやめはそんな ことを 告げた。 

マリアは窓から外を見ていた。 

マリアの意識のない間中降り続いた雪も今日はやんでいる 
ふと マリアは振り返つて、あやめに しつかりとした 口調で言つた。 

「あやめ . さん . 私、生きてみょぅと思います」 

「マリアさん . ！」 

「彼の意志を継ぐことはできないけど……生きてなにかすることが彼とボ—ドヴィルの死に 
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対する償いだと思ぅから」 

マリアはわずかに微笑んだ。 

あやめはマリアと視線を交わす。 

「あなたの傷が癒えるころ、迎えに来るわ」 

あやめもまた微笑んだ。 

「私と一緒に……帝國華撃団を作るのを手伝ってくれない!?」 
「はぃ」 

真摯に ぅなずく マリアの手をとつて、あやめは握りしめた。 
窓の外の雪も太陽の光にさらされ、溶け始めていた。 




あたいにはやらなきやならないことがある 
ずっと探 I マいたぁいつが 
香港にいるって聞いマ、 

ぁたい ii 船に飛び乗った。 

そこ、 T 開かれる幻の 
武闘会に参加するために！ 

谈@、サクラ大戦前夜'-':,〇 
『ヵンナ拳王伝説』 

太正時代に浪浸の嵐！ 

怂 f どってやるぜ、親父の 仇は！ 
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僕の手許に一冊の日記がある。 

太正のあの時期の ことを 書こうとする者が まず 最初に読むことになるであろう、それは世 
間一般に『米田日記』という名で知られていた。日露戦争の英雄、陸軍中将であった米田 
T 基の日記である。そう、今の時代を生きる者ならば、彼のもう一つの地位を記憶に留めて 
いるだろう。 

ていこくかげきだんそうしれい 

帝國華撃団総司令。 

彼があの時期、克明な日記を記しておいてくれたため、僕たちは今の時代にあの恐るベ 
出来事を垣間見ることができるのだ。 

きじゆつ 

その日記の、太正十二年三月十九日にはこんな記述がある。 

『士一年三月 十九 日カンナ 出奔す。行く先は英国領香港か。父親の仇討ちとは心打つ こ 
なれど、昨今の情勢予断許さず。困る』 


含 
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本人が「困る」と書いてあるとおり、太正十二年三月といぇば、まさにあの I 連の大事件 
の 始まる 直前であり、この時期に花組の主カ メンバーが 抜ける ことは 帝國華撃団の トップと 
しては、甚だ頭が痛い ことで あったろう。 

他にも、神崎すみれが手引きしたようだとか、すべての隊員が見て見ぬふりをしていただ 
とか、いろいろと愚痴を書いている。 

が、それなのにこの文章全体から感じられるのは、「しようがないな」といった、実に好意 
的なあきらめの感情だ。 

察するに、米田の頭の中にはカンナは必ず戻ってくると いう 想いがあったのだろう。 それ 
ほどこの 桐島カンナと いう 少女は信用され、 そして 頼りにされていた。 

‘沖縄出身。琉球空手桐島流第二十八代継承者。桐島カンナ、このとき数ぇでちようど二 
十歳のことであった。 

2 

桐島カンナと帝國華撃団が接点をもったのは太正九年のことである。 

帝國華撃団副司令•藤枝あやめのほうからカンナに逢いに行ったのである。場所は横浜か 
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ら沖縄を経由して香港へと向かう蒸気客船『金波』の中だった。 

沖縄でカンナが蒸気客船に乗って香港に向かったことを知ったあやめは、わざわざ飛行船 
をチヤーターして蒸気客船『金波』を追いかけたのだ。 

カンナは十七歳の少女とは思えぬほどガッ シリと した体格をしていた。全身、鍛え抜かれ 
た筋肉の塊といつた感じだ。 

「へえ〜、あたいの こと 探してたつて!?」 

カンナは大きな身体を揺らしながら、気さくな笑みをあやめに見せた。思わず引き込まれ 
そうな笑み。身体も大きいが、心も大きい——そんな印象を抱かせる笑みだ。 

事実、あやめの帝國華撃団参加の呼びかけに対し、 

「ぁぁ、ぃぃょ」 

のひとことで 済んで しまつたことがそのことを 証明している。 

「あたい、頼まれるといやと言えないんだょな」 

照れているのか、豪快に笑いながらカンナはそんな こと も言つた。 

「桐島流というのは素晴らしい体術だそうね」 

「へへ、まあな。親父が残してくれたたった一つの形見だかんな」 

あやめに桐島カンナのことを教えた"賢人機関"の報告書は琉球空手(当時はまだ唐手 
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といぅのが正しいがここでは現代的に空手と記す)桐島流の特異な術について綿密に検証し 
ている。日く、離れた敵に対する霊的な攻撃。拳での直接的な肉体への攻撃において明らか 
に霊力作用が見られる、等々。 

「あたい、もつと強くなりたいのさ」 

「強く……」 

「絶対に親父ょりも強くさ」 

船縁から海を見つめながらカンナはつぶやくょぅに言つた。 

「香港へはなにしに？」 

何気なく聞いたそのひとことに、初めてカンナの表情が曇つた。 

「ちよつと野暮用があつてさ」 

うつむくカンナの目にどこか暗く 冷たい感情が浮かんで いるのを あやめは見逃さなかつた。 


3 


空手は元々の『唐手』の文字から知られるように中国拳法が沖縄に伝わって独自に発達し 

りゆうは しよせつ 

たものだと 言われる。もつ とも、どのような 流派がいつ伝わつ たということに 関しては諸説 
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紛々あつて、はつきりとはしない。 

おきなわ りゆうきゆう からて てい 

沖縄、すなわちかつての琉球王国においては空手は単に『手』と呼ばれ、一六〇〇年代 
中頃に剣や槍などの武器その他すベての携带が禁止されるに至り、素手で相手を斃す『手』 
は大いに発達することとなった。『手』は大きく分けて四つの流派が存在する。 

王族にのみ伝えられた『御殿手』。これは琉球王家秘伝武術であり、王族の一家である本 
部宗家の長子のみが伝承した。 

王族1外の人間が使う『手』としては、首里城(王城)警護の武士たちの間に伝わった 
『首里手』、那覇の街の武士たちの間に伝わった『那覇手』、首里と那覇港を結ぶ街道沿ぃの 
武士たちの間に伝わったとされる『泊手』の三流派があった。 

首里手は間をとっての戦い、那覇手は接近戦をそれぞれ得意とし、泊手はその中間と言わ 
れている。 

き勺しまりゆう く めずら いつし 

桐島流はこの中の那覇手の流れを汲む一派であり、民衆の間の『手』としては珍しく一子 
相伝の形態をとり、代々桐島家長子のみが伝えてぃた。これには先の〃賢人機関，の報告書 
にも記されたとおり、その技に多分に霊力が作用していたことが挙げられる。おそらく、他 

しゆうとく 

の人間では修得し ょうとしても できなかったのだろう。 

長く男子に伝えられてきた桐島流であった'が、第二十七代継承者•桐島琢磨には女子が 
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一人いたのみだった。普通、こういった場合、本妻以外の女に男子を生ませそちらに伝ぇ 
ると いう こと も行われていたが、琢磨はそうはせず、長い桐島流の歴史の中で初めて女子に 
継承させた。それがカンナである。ちなみに母親のアィカナはカンナが赤ん坊の頃、病で亡 
くなつてい る。 

琢磨は女子に継承させるからといって、なんら手加減する ことなく カンナを厳しく育てた。 
あまりの®!しさに 大ケガする こと もしばしばで、一度など親戚一同が集まって琢磨からカン 
ナを引き離したほどである。もつとも、このときはカンナのほうが引き取られた家から脱走 
し、琢磨の もとに 戻つていつてしまつている。厳しくとも、親子の絆はしっかりと結ばれて 
いたのだ。 

琢磨はカンナが十二歳のとき死んだ。 

このと きの事情は未だ判然としない。琢磨と会う約束をしていた知人の一人が、時間にな 
っても 現われない琢磨を不思議に思い、訪ねてみると、布団に寝かされた琢磨の遺体の前で、 
子供のカンナが泣き船れていたというのだ。琢磨の直接の死因は、出血多量である。大量の 
出血を促すほどの外傷を受けたのだ。 

果 たし^!いにょる 死。そう 考ぇる のが普通だった。実際、このころ、武闘家の間でそうし 
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た最期を迎える者も いないとは 言えなかった。現代なら ば 立派な犯罪で あるが、 当時は それ 
を犯罪と見ることはなかつた。 

当時、百戦百勝の使い手として、桐島琢磨の名は沖縄では広く知れ渡っていた。果たし合 
いを望む相手も少なくなかった。 

だれと どうやっ て果たし合い、なぜ琢磨が命まで落としたのか。戦いを見ていたはずの力 
ンナは決してそのことを言おうとはしなかつた。 

事件から数日して、親戚の家に引き取られたカンナだったが、やがて時々奇妙な行動をと 
るよう になった。姿が見えなくなった かと 思うと、一週間く らい 家に帰ってこないのだ。不 
審に思つた養父が あとを つけると、カンナの行く先は山で あることが わかつた。そして彼は 
見たのだ。山の中で、十二歳の少女が過酷なまでの荒行をしている姿を。 

岩や大木相手の打ち込み。 そして、 野生動物と办対峙。一歩間違えれば死にいた るよう な 
修行内容であった。しかし、養父はカンナに声をかけることができなかった。カンナの瞳 
は爛々と輝き、全身か^.弾けんばかりの闘気があふれ出ていた。 とても 他者が入り込むこと 
ができる ような 雰囲気ではなかった。 

「あたい、 強くなる！」 

第二十八代桐島流の継承者としての立場は重く、そして、 あることに 対してのカンナの 
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執念はもっと強烈なものであった。 

あること-それは仇討ちである。 

4 

「あんたも物好きだなあ。ついてきちまうなんて」 

街を歩きながら、カンナが隣のあやめに声をかけた。 

英国領香港。日はすでに半分陰っている。 

まばらな人混みの中をカンナとあやめは歩いていく。カンナにはあてがあるらしい。 
「いいのかい？なんか予定があったんだろ」 

「心配しないで。 それょりも お邪魔じやない かしら？」 

「あたいはぜんぜんかまわないぜ」 

蒸気客船『金波』が香港に着くと、あやめはカンナに同行を申し出た。あやめはこのまま 
欧州へ向かう予定を変更してのことだった。 

欧州フランスでの仕事は困難が予想されたけれども安心できる事柄もあった。それは ター 
ゲットが決してある場所から離れないということだ。欧州にいるその少女はほとんど幽閉に 
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近い状態で暮らしている。 

もう|つ、あやめがカンナのもとを去らなかった理由は、この少女の生き様をもっと知り 
たいという想いがあったからだ。人に安らぎを与ぇる大きな存在でありながら、自らの心が 
安らぐことは未だあり得ない。凄絶とも言ぇる修行の果てに、この少女がつかむのはいった 

いなにか、それをこの目で見たい- 

東洋人離れした美女二人。一方は体格で、そしてもう一方は美貌で。 

そんな二人が目立たないはずがない。しかも日は山の端に沈みかけ、あたりは徐々に暗く 
なっていく。二人の足が向かっているのはまさに日が沈もうとしてる山の方向。人気がまっ 
たくない郊外だ。 , 

ある種の暗い欲望を胸にためた人間にとってはまさ(:願ったりの状況が現出しようとし 
ていた。 

「ちよいとオネーチヤンたち」 

下卑た口調の広東語が響く。 

カンナとあやめは声の方向に振り返った。カンナは香港は何度も来ているらしく、言葉を 
ちやんと理解す るよう だ。あやめも北京語と 同じく らいは広東語も使うことができた。 
夕焼けで赤く染まった大地に四つの人影が立っている。いずれも男だ。体格は全員よい。 
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港で働く男たちらしかつた。 

「どぅだい？日も沈むし、ォレたちの所に来ないかい」 

中心となつている男がニヤニヤとした口調で続けた。 

その誘いがいかに危険なものか、わからぬ二人ではない。荒くれの男が女を誘ってやるこ 
とといえばただ一つしかないのだ。 

男たちは女が怯えるのを期待していた。それもまた、その後の展開を考えれば実に望まし 
い光景だ。 


しかし、やがて男たちは奇妙な思いにとらわれた。 

二人の女が 怯えるどころ か、微笑み すら 浮かべて いるの がわかったからだ。体格の いいほ 
うの 女に至つ てはこの 事態が うれしくてたまらないといつた 表情に さえなってい る。 
「おつさんら、 ，フれ しいことして くれるじ やねえ か！」 

カンナは歓喜の声で叫んだ。荷物を下ろし、あやめの前に置く。あたしがやるからあんた 
は手をだすな、というわけだ。こいつらはあたしの獲物——カンナの目の奥が そう 言ってい 
た。あやめと手合わせしたわけでもないのに、カンナはあやめ もまた 武術の使い手で ある こ 
とを 見抜いていた。 • 
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その眼力が男たちにはなかつた。 

男たちは前に出てくるカンナをあつけにとられたように見つめていた。 

なんだ、こいつ？頭のおかしな女か？ 

「さ、だれからやる」 

カンナは男たちの間近に立つと、屈託のない笑みを浮かべてそう言つた。ただし、目の奥 
の光は銳さを増している。 

男たちは顔を見合わせて困惑したような表情になつた。カンナがなにを望んでいるのかよ 
うやく理解したが、それを真剣に考える者はいなかった。 

「バカか、おまえ？」 

男の一人があきれた ように つぶやいた。 

「そうさ。バカさ I 

そう 言うや否や、カンナは一気に間合いをつめた。 

「！」 , 

男の目にはカンナがいきなり眼前に現われたような錯覚を覚えた。それほどカンナの踏み 
込みはスピードもあり銳いものであった。 
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ガッ ！ 

カンナの掌底が男の胸をとらえていた。容赦のない一撃。 

「うつ！」 

男は胸をつまらせて、そのまま前に倒れ込んだ。男は起きあがつてはこなかつた。一撃で 
白目を剝いて悶絶してしまつていた。 

rls r .」 

一人が意識を失つたことで、残りの三人は ょうやく 本気になつた。そして、 そうさせる た 
めにカンナは有無を言わさず一人倒したのだ。カンナからしてみれば、 まんまと 乗つてきた 
という わけである。 

—1へえ、あんたら も 少し やる みたいだね」 

三人の男たちはカンナの前で構えをとつていた。荒くれの港湾労働者たちの間ではケンカ 
が絶える ことは ない。そのため、拳法を習つている人間 も 少なくないのだ。 

「女、後悔させてやるぞ！」 

男たちが叫んだ。そして、腕を素早く振り回しながら前に出る。 

カンナはそれを後ろに下がる ことなく かわしていた。しかも一瞬の見切りだ。身体を大き 



く 揺らす ことは ない。左右に ゆらゆらと 揺れるだけ。 

(実力が違いすぎるわね…… ) 

その光景を見て、あやめは思つた。一対三という数字がまるで不利になつていない。その 
くらいのハンデでは、おそらくカンナに触れる こと もできないだろう。 

あやめの考えた とおり、 カンナは相手に自分の身体を触れさせる ことをしな かつた。カン 
ナのほうから触りに 行く。 が、触れた次の瞬間には男たちは道の上で強制的に眠る ことにな 
るが。 

ゴギイイイ . 

カンナは相手の腕をかわすことも受けることもしなかつた。相手の腕めがけてそのまま自 
分の拳を突き出したのだ。 

拳は相手の腕を叩き折り、そのまま喉元に突き刺さつていた。 

「グッ……」 

声も出すこともできずに一人が転がる。 

そこから回転して、振り向きざまの裏拳の一撃が二人目の男のこめかみにぶち当たる。 
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「けっ……」 

なにかを吐き出すような声を出して、その男も道に倒れ伏した。動かない。 

「ひっ……」 

最後の男は完全に戦意を喪失していた。構ぇることもやめ、呆然と立ちつくしている。 
「こいつら、病院に連れていつてやれよ」 

どこかガッカリした様子で、カンナはそう声をかけた。男はがくがくと首を上下に揺らす。 
「見事なものね」 

「ちぇつ。 あれ じ やあ調整に もなら ないよ」 

「調整……？」 

「そうさ。今回の大会の」 

「大会 . ？」 

カンナは荷物を手にすると歩き出した。 

あやめは黙つてついていく。あやめが大会の意味を知るのは、そのあと二時間後のことで 
ぁった。 

ホンコンこうがい けいしゆ*9ざん 

香港郊外、恵州山。 






「つぃたぜ」 

標高五五〇メートルのこの山の頂上にカンナの目的地はあった。 

「お寺……!?」 

こうしゆうけいえんじ 

広州恵円寺。 

すっかり暗くなり、月明かりだけの中に浮かび上がる山門を見てカンナが言った。 

【恵拳武術大会の会場にさ」 

「武術大会……」 

あやめは、門の向こうに修羅のにおいを嗅いでいた。 

5 

いまで こそ 空手というのはポピユラー な 格闘技だが、あやめが カンナと 初めて出会っ たこ 
の時期にはまだまだ神秘ともいうべき体術だった。日本本土にはまだょうやく紹介されたば 
かりで、武道とは認められていなかったのである。 

柔道、剣道が普及のための組織を大きくし、ルールを制定して、スポーッとしての体裁を 
整ぇていたのに比べ、空手は悪ぃ言い方をすれば粗野であった。精神論が確立し、礼を重ん 





じるこれらの武道に対して、空手は完全に実戦の 術で あり、相手を斃す ことにすべ てが置か 
れていた ことも 事実なのだ。"道"はまだ付かない。空手が精神的に昇華す るにはまだまだ 
時が必要であった。 

このことは空手の発達した沖縄県の特異性も挙げられる。沖縄県 —— 琉球は、戦国の世 
から長く薩摩(鹿子島)の島津氏の支配下にあり、従属を強いられていた歴史がある。人間 
の生はまだまだ軽く、武器は禁止され、彼らはまさに死と隣り合わせの状況の中で己の肉 
体のみを頼って身を守らなければならなかったからである。それは特に市井に伝わった『首 
里手』『那覇手』『泊手』に強く言ぇた。 

那霸手の流れを汲む桐島流ももちろん例外ではない。相手を幾すこと - それがまず最初 

にあった。 

「凄まじい技:…」 

カンナの闘いを見たあやめの目に、その技が実に乱暴な、破壊の匂いをぶんぷんさせたも 
のに映ったのも当然といぇば当然のことであった。 





恵円寺の僧坊の廊下を若い修行僧に先導され、カンナとあやめは歩いていた。 

恵円寺は少林寺の流れを汲む拳法を伝ぇる寺で、修行僧たちはもちろんそれを習う。あや 
めが見たところでも、彼女たちの前を歩く修行僧の足捌きは実になめらかだった。先ほどの 
ならず者た ちとは 雲泥の差がある。 

「こんなやつがごろごろしてるんだから、この寺は楽しいだろ」 

カンナが日本語で言った。あやめが当然、修行僧の実力を見抜いていると決めつけた口調 
だ。 

元来、この手の寺は女人禁制であるのが原則だったが、恵円寺はそうでもないらしい。特 

かつて ' 

に カンナは ここに 何度も来て いるら しく、僧坊の中も勝手知っ たると いったふうであった 
「こちらへ . 」 

修行僧は僧坊の一室に カンナと あやめを案内した。一番はずれの部屋だ。 

そのまま 無愛想に去つ ていこうとする 修行僧にカンナが声をかけた。 

どうじよう 

「道場は使っていいかい？」 
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「ご自由に . 。いつ何時なりとも」 

修行僧はそれだけ言うと足早に廊下に消えた。 

「ずいぶん冷たい態度ね」 

修行僧の姿が消えた後、別に怒ったふうもなく、あやめが言った。 

「あいつも修行が足りないね。感情が納得しねえんだよ。あたいに去年負けたから」 

「えっ？」 

「去年の恵拳武術大会で、あたいの最初の相手があいつだったのさ。この恵円寺の若手の中 
じや一番の実力者らしいんだけど……あたいの敵じやないね」 

「恵拳武術大会……」 

その大会については、部屋に着くまでに詳細をカンナに聞いていた。 

恵円寺は今よりおよそ五百年前に少林寺と袂を分かった経緯があり、そのとき以来伝来の 
拳法も独自の道を歩むこととなつた。恵拳と呼ばれるのがそれである。そして、この恵拳の 
優秀さを世間に伝えるために開始されたのが恵拳武術大会である。一年に一度、中国全土か 
ら腕に覚えのある者たちが集まり、技を競う。初期の頃は本家の少林拳に対するプロパガン 
ダの要素が強かったが、いつしかそれは中国最大の武術大会と認知されていった。 

「もっとも 優勝す るのは恵 拳の連中ばか りだった のさ。 その恵 拳の猛者を抑えて、初めて他 
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流で優勝したのがあたいの親父なんだ」 

「そう……大したお父様ね」 

「まあな……」 

わずかに沈んだ表情をする。 

が、それも1瞬のことだ。カンナは興味津々の表情となってあやめを見た。 

「なあ、あやめさん、ちよいとお願いがあるんだけどさあ」 

「なにかしら？ できることならば」 

「実は……あんたと立ち合って見たいんだよ。真剣に」 

「ぇっ!?」 

「だめかな」 

カンナはじつとあやめを 見ている。 そこには 多分に ほしいものをねだる 子供の雰囲気が あ 
る。どうやら、あやめと出会つたときから、勝負したくてしようがなかつたらしい。 
「あたしと……」 

あやめは少し困った表情でカンナを見た。 

「頼む。このと おり！」 

カンナは深々と頭を下げた。強い者にありがちな傲慢なプラィドはそこにはない。あるの 
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は子供のょうな戦いたいという欲求だけだ。未知の強豪の技を味わう楽しみ一 
「わかったわ」 

少し苦笑してあやめは言った。 

パッとカンナの顔に笑みが広がる。 

「ホントか!?ありが てぇ！ じゃあ、すぐやろう ぜ！ j 
「今からすぐ？」 

「そのために道場を使っていいか聞いた のさ！」 

そう言うと、カンナはあやめの手を引いて駆け出そうとした。 

「ちょっと待って。服を替ぇさせて」 

あやめの声に立ち止まったのは、すでに身体が廊下に飛び出てしまったときだった。実に 
せっかちなのであった。 

7 

十数分後、カンナとあやめは道場にいた。 

道場といっても別に畳が敷いてある、我々が思い浮かべる道場ではない。板敷きの簡素な 
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ものだ。 

カンナはここに来るまでとほとんど変わらぬ服装で立っていた。上着を脱いだだけだ。今 
でいうタンクトップふうのシャッにぴったりのズボン。 

あやめのほうは袴姿だった。右前の胴着に黒ぃ袴。 

二人は道場の中央で向かぃ合ってぃた。 

すでに試合は始まっている。 

「へえ、なかなかいいぜ、その構え」 

「ぃっでもぃぃわょ」 

カンナは無造作に立っているといった感じだ。足はわずかに左右に開き、腕は胸のあたり 
に構えている。 

あやめのほうは右足を引いて、左足をカンナのほうに踏み出していた。身体の線はカンナ 
対して垂直になっている。 

ヵンナの観一1_ぁゃめの■一っ_1っじ#がぶっかろうとしてぃる一ん跳だった。 
未だこの時代、合気道という武道は成立していない。が、あやめの大藤流合気柔術はまさ 
にその合気道そのものだった。 

合気道とは、甲斐源氏武田家の甲州流兵法術を原点とし会津藩にょり研究改良され集大 
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成された大東流柔術を祖とする。それを合気道の開祖、武神とも言われた植芝盛平がさら 
なる 改良を加え、完成させた。当初、合気柔術、合気武道と呼ばれたが、やがて合気道とい 
ぅ名称で統一され る ことと なる。 

大藤流合気柔術はこの植芝盛平に教えを乞い、そこに藤枝家に伝わる霊体術を組み込んだ 
ものであった。霊体術は霊力を武術に応用した技法である。 

「いくぜ！」 

声とともに、 カンナの身体から気がぶわっ と 広がった。 

「 . ！」 

あやめの感覚は そこに 強力な霊力が ふくまれ ている ことを 感じ取っていた。 

シュバァボッ！ 

それは まるで 目の前で爆弾が爆発した ょぅな ものだった。カンナの拳と ともに 迫ってきた 
気が拳ょりも一瞬早く、あやめの身体にぶつかり爆発したのだ。 

(クッ .) 

その恐るべき衝撃にあやめは必死に耐えた。 
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気を抜くこともできない。その直後——コンマ以下の秒数後にはカンナの拳自体があやめ 
に迫っていたのだから。 

「はっ！」 

あやめの身体がスッと後ろに引かれる。それはちようどカンナの拳と同じ速さだ。もちろ 
ん常人の目に捉ぇられる動きではない。が、少なくともカンナはその動きを見た。 

次の瞬間、カンナの腕はあやめの手に取られていた。 
r なにつ!?」 

あやめの手はそのままカンナを抱き込むように腕を引く。 

無理のない動き。 

相手の勢いをそのまま自分の技の力に使う動き。 

そして、それは円の動き。 

気がついた ときには カンナの身体はあやめによって投げられていた。カンナの巨体が細い 
あやめに よつ て床に叩きつ けられようと している。 

しかし、カンナはあやめに完全に投げを決めさせなかった。それを強引に止めたのだ。自 
らの拳を床に叩きつけて。 

「はああああああああああつ！ - 
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、、： T キイイイイイイイツ！ 

カンナの拳が床に突き刺さる。床は大きくめくれあがり、カンナの腕が支柱となって、 
やめは動きを止めることを余儀なくされた。 

「はっ！」 

その間にカンナは足技を使い、あやめの懐から脱出していた。 

支柱となった腕を軸に大きく回転して、あやめの対面にふたたび立ち構ぇる。 

あやめは構ぇを継続したまま、あきれた ょうに カンナに言つた。 

「滅茶苦茶やるゎね」 

「へへ…. V •強引なのが性分なもので」 

あやめがスッと腕を下ろす。 

「もうやめましょう。あなたにはとてもかなわないわ」 

「謙遜だぜ。……けど、やめといたほうが賢明だな」 

お互いの実力は恐るべきものがあつた。手を抜くなんて ことは できつこない。 となると 
このまま 続ければ、 へ夕を すれば どちら かが死ぬ ことになる。 


あ 
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そう悟って、あやめもカンナも拳を引いたのだ。 

ふと、カンナがまじめな顔になつて、あやめをまじまじと見た。 

「すげえな、あんた。あたいの拳をかわした人間は初めて見たよ」 

「あなたも恐ろしい人ね。あんな強引に投げを止めた人は初めてよ。力学の先生が知ったら 
法則の見直しを始めるかもよ」 

「へへへ……」 

カンナは頭をかいた。 

「受け身はどっちかっていうと苦手でさ。だから、普段からどんな技を受けてでも大丈夫な 
ように 鍛えてあるのさ。ただ、あんたの場合はあの後確実に関節を決められることが読めた 

んで . そうなる とさすがにあたいも腕の一本覚悟しなきやならなくなるんでね」 

カンナはただやみくもに突進する猪武者ではなかった。確実に相手の二手三手先を読ん 
でいたのだ。 

しかも"腕の|本も覚悟しきなやならなくなる"-決して負けるとは言わない。腕を一 

本犠 tt ? にしてでも勝つという気概がそこにある。そして、現実にもそうなるだろうと思わせ 
る実力があった。 

「 I 工手(唐手)というのは、直線の動きなのね」 
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「そうさ。破壊力なら、他のどんな武術にも負けね え！」 

「円の動きをとらないと、長く戦えないと思うけど . 」 

「一 s ! 必殺！それが空手の基本さ！」 

力強く叫んだ後で、カンナは少し怪訝な表情になった。 

「……だから、その一撃が外されると弱いんだょな……あたい……」 

一瞬、あやめはカンナの顔に別の感情が浮かんでいるのを見逃さなかった。 

8 

「明日からはさっそく試合だからな！今日はもう寝るぜ」 

僧坊に戻った二人は、粗末な布団を敷いて潜り込んだ。 

だが、二人はなかなか眠らなかった。 

カンナは組んだ屬に頭を乗せて、じつと天井を見つめている。なにか考えているのかどう 
かはその横顔から窺い知ることはできなかつた。 

あやめのほうはそんなカンナをじつと見つめていた。 

「なあ……」 
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声はカンナのほぅから出た。 

「聞かないのかい、あたいのこと？なんでこんな大会に出るのかつてこと」 


「それが知りたくてここまでついてきたんじやないのかい？」 

「そういえるかもしれ ないし . そうじ やない かもしれ ない わ」 

「ん？」 

「やがて共に戦う仲間として、あなたのすべてを知つておきたいのょ。なにを考ぇているの 
か、 どういう 生き方をしてきたのか」 

「……おせっかいだな、まったく」 

t 段怒ったふうもなくカンナはつぶやいた。どこか、ぞんなふうに自分に興味を持ってく 
れる人間がいてくれることがうれしいらしかつた。 

「なあ、その戦う相手っていうのは強いヤツラなんだろ？」 

「ええ . とてつもな^/^」 

「はん。ワクワクするぜ」 

「カンナさん……あなた、闘いが怖い と 思つ たことは ないの？」 
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カンナの顔がスッと真面目な表情に変わる。 
「愚問だつたかしら」 

r . いつもさ」 

「えつ!?」 

「気づいてたのかい、あんた」 


「別に相手は怖くないさ。どんな相手だって。牛だろぅと熊だろぅと動物だって平気さ0 

分が負ける こと だって怖くない。痛い とかそう いうのだって慣れてる。ただ . 」 

「ただ？」 

「倒したはずの相手が起きあがつてくるのはたまらなく怖いんだ」 


「わかるかい？倒しても、倒しても相手は必死になって向かってくる。いや、もぅ記憶は 

飛んでしまつてるのかもしれない。けど、いつまでもいつまでも . ポロポロになつても相 

手はこつちに来るんだ……」 


「怖いぜ……。とてつもなく怖い . 。殺さなきや相手を止められないんだとわかるのが 


自 











142 


番怖ぃ……」 

「 . もつと沛いときもあるわよ I 

「ぇっ!?」 

「無抵抗な人間が一番怖いということもあるのよ……」 

あやめはそれだけ言うと目を閉じた。閉じる直前、瞳には哀しみの色が浮かんでいるのを 
カンナは知つたかどうか。 


カンナも特にそれに対して突つ込んで話そぅとしなかつた。 

沈黙があたりを覆い、そのまま夜は更けていつた。 

9 

對0"っ。朝から寺は iIi としたに包まれていた。 

どこにこれ だけの人数がいたのか、 といぅほど 男たちがひしめき合つていた。ある者は黙 
黙と 利刀の鍛錬を続け、ある者は拳の構ぇの まま 静止している。 また ある者は座禅を組んで 
配目し、 さらに ある者は異様な興奮状態にあるのか、意味不明な言葉を叫びながら大木に拳 
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を打ち込んでいた。 

「始まつてる、始まつてる」 

僧坊の窓からカンナが外を見て、うれしそうに言った。 

「さつさと飯 食つてい こうぜ！ 」 

「ええ」 

やがて、食事を終えて、二人は外に出た。境内の中央には壇が作られている。 どうやら そ 
こが試合場らしい。そして、 そこに 男たちは集まつていた。 

やはり見たところ、女性はカンナとあやめだけだ。が、それでもまわりの男たちはだれも 
二人をとがめようとはしなかつた。二人の実力を見抜けないようでは、この大会に出る資格 
そのものがないということか。 

「あやめさん、あんたはホントに出ないのかい？」 

「やめておくわ」 

「そうかい。それじやああたいの応援して くれよ な」 

カンナは試合場の前の掲示板に書かれた組み合わせ表を見に行った。試合はトーナメント 
形式で行われる。 

「ちえつ、明日からだ」 
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戻ってきたカンナは少し期待はずれのように言った。早く身体を動かしたくてたまらない 
らしい。 

「それまでぶらぶら してよう ぜ、あやめさん」 

「試合を見なくてもいいの？」 

「構わねえ、構わねえ」 • 

「目指す人物が見つかるかもしれないわよ」 

「！」 

カンナはあやめをキッとにらんだ。普通の人間ならば、思わず数歩無意識のうちに後退し 
てしまう ほどの迫力だ。 

が、そんな表情は一瞬だった。 

「知ってたのかい？」 

「ええ。あなたがここへお父様の仇討ちに来ているってこと」 

「……親父はこの寺のだれかに殺されたんだ。ちやんと仕合ってのことだったけど、だから 
こそ、 あたしもちやん と 仕合つて親父の仇を とる！」 

「それでこの大会に . 」 

「一回戦や二回戦で消える雑魚に親父が殺されるわきやねえよ。今年こそは絶対に見つけて 
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みせるぜ」 

「じやあ、今までは . 」 

「ああ、なんでだが知らね えけど 姿を見せなかつた。だから こそ、 今年 こそ…… 」 

「相手の顔を覚えてるの？」 

「顔は覚えちやいねえ . 。けど、動きはばつちり覚えてるよ！見りや絶対に間違えね 

え！」 


沈黙が二人の間に訪れる。 

フッと カンナの表情が緩んだ。 

「いけねぇ。つい興奮し ちまつ た。行こぅぜ、あやめさん」 

カンナは歩き出した。 

あやめ も ゆつ くりと その あとに ついていつた。 

〇 

恵円寺のある恵州山は標高五五〇メートルであり、そんなに高ぃとぃぅほどではなぃ 
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が、高い と険しいというのは 意味が 異なる 場合 も多々ある。 特にここ 中国では。日本の比較 
的丸い 山を 見慣れた者からすると信じられないょうな 鋭利 さを持つ 山が 存在するのだ。そし 
て、恵州山 もそんな 山の一つであった。 

もっとも、香港の方角、 すなわち 南斜面は比較的な だら かで、 こちら 側を使えば恵円寺ま 
では楽に行ける。問題は山の北側であった。 

「こいつはなかなか日本じやお目にかかれない景色だろ」 

I * ん*ス . 」 

カンナとあやめはその断崖絶壁の連なる北側に来ていた。 

浸食された断崖が どこまでも 繫がり、遙か下に川が流れている。道を造る広さもない。だ 
れが作ったのか、絶壁に杭を打って、その上に立てかけた板きれの道が ある だけだった。そ 
れすら所々切れている。もし、山を越えるとなれば、その道を使うしかなかつた。 

「こんな道、使う やつが いるのかね？」 

r . 北にある広州の中心部へ向かおうと思ったら、この恵州山を越えるか、大きく迁回す 

るかの どちら か。 普通は 迁回 すると 思 うんだけど . どうしても 急いでい る 人は ここを使う 

かもしれないわね」 

「あ、いたぜ！そんな奇特な ヤツが！」 
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見れば米粒のような人影が崖にへばりついている-そんなふうに見えた。 


「あん. 

「あ：： 


• ? I 


やがて二人は怪訝な表情になる。その人物の動きが妙に緩慢に見ぇたからだ。 
「お婆さんよ！」 

「いけね！足を取られて動けなく.なつてやがる！」 

よく見れば、その絶壁の道を渡ろうとした老婆は道の切れ目に足を滑らせて、落ちそう 
なっていた。腕だけで身体を支ぇている。 

「待って ろ一っ！」 

カンナが駆け出した。 

あやめ もあとに続く。 

「あ . ああ . 」 

老婆は恐怖と絶望のあまり、声も出ないようであつた。 

「つかまれ！」 

まつしぐらに老婆に駆け寄ると、カンナは手を伸ばした。が、老婆のほうからはなにも 
ることができず、カンナを見つめるのみだ。カンナもまだ老婆に手は届かない。 


す 


に 
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一そつ！」 

カンナはさらに身を乗り出した。 

そのとき だ。 

ガタッ…… 

「おゎっ！」 

カンナの身体を乗せていた道の板が大きく傾いだ。 

「カンナさん！」 

老婆ともどもカンナの身体は落下していく。 

「この才！」 

が、カンナは慌てなかつた。カンナはまず老婆の身体をつかまぇると、それとは逆の手を 
絶壁に向かって構ぇた。 
r 来留々破ッ！」 

元来、『来留々破』は『那覇手』の型の一つであったが、カンナはそれを特にその型から 
繰り出される必殺技の名称として使っていた。 
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ドゴッ！ 

恐るべきことにカンナの落下は止まる。カンナの拳が絶壁を貫き、それがカンナと老婆の 
全体重を支えたのだ。 

「まつたく . なんて女なの . 」 

あまりの行為にあやめとしては苦笑するしかなかつた。 

「お一い、あやめさん！引き上げてくれよ一つ！」 

崖下からカンナの声が響いた。 

老婆は獻し谢 oil の Mt が村の者で、ぬ州！ i ぃる娘が病気と聞ぃて、ぃてもたってもぃられず 
山道を渡ろうとしたという こと だつた。 

「しようがねえな、婆さん、送つてやるからよ。帰りは回つて来いよな」 

「どうもすまないねえ . 」 
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老婆を背負ったカンナとあやめは絶壁の山道を進んでいた。実際に道を進むと、その道が 
いかに危険なものかよくわかる。 

「こいつは^茶だぜ、變さん。 ほとんど 道じやねえよ、 こり や」 

「昔から何人も死んどるんじや」 

「ったく、命がいくつあっても足りねえぜ」 

「あら . ？」 

ふと、あやめが立ち止まつて耳をすました。 

「ん？どうかしたか？」 

カンナも立ち止まってあたりの気配を窺う。 

カコーン . カコーン . カコーン . 

ほんのかすかに岩を砕くような音が聞こえてくるのだ。 

「なにかしら、あれ？」 

「なんか彫刻で もして るん じ やねえのか？」 

「おやまあ……まだやつておつたのかい」 







151 第五話 


老婆が驚いた ような 顔をする。 

「なんか知つてるのかい、婆さん？」 

「あれは恵円寺の林如さんじやよ」 

「林如さん？」 

r ずいぶん前から この 恵州山に安全な道を作るとかで、一人で穴を掘つておられる のじ や。 
まだやつと つたん じやのう」 

「世のため、人のためか . やつ ぱ坊主は そうじ やなく ち やな」 

カコーン . 

「けど、林如さんは罪滅ぼしじやと言つておつたよ」 

「罪滅ぼし？」 

I 誤つて人を殺してしまつたとか……」 

「はん？」 

カンナは複雑な表情をした。 なんとも言いよう がなかつたからだ。 

「罪滅ぼしねぇ……」 
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カコーン . カコーン . 

カンナとあやめはしばしの間、その岩を砕く音に聞き入つていた。 

2 

恵拳武術大会は翌日も見る者すら興奮させる熱戦が繰り広げられていた。 

死闘。そう、それは まさに 死闘と呼ぶ にふさわしい 闘いだつた。防具など別にない。顔面 
や急所への攻撃が止められているわけでもない。勝利の条件は相手を倒すこと だ。 闘場に倒れ 
た相手が起き上がつて来なければ、 そのと き初めて勝利と いう 二文字をつかむことができる。 

だが、それは生半可の ことでは ない。人は普通戦意を喪失して初めて闘いをやめる。 とい 
うことは、 逆に言ぇば戦意を喪失しなければ いつまでも 闘い続ける ということ だ。たとぇ、 
意識がなくとも。 

試合の最中に打ち所が悪くて意識を失い、 そのまま 闘い続けた例が多々ある。へ夕をすれ 
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ばそういうときのほうが普段ょりも数段上の実力を発揮することがある。 

達人は言う。闘いの結果はすでに闘う前に決まっている、と。その意味するところはただ 
一つ——"目"である。相手を威嚇する目。相手を上回る気迫。それは闘気という名で表さ 
れるときもある。多少の実力の違いは闘気の違いにょり楽々と無視され てし まう。相手の闘 
志を縮こまらせれば、勝負はすでについているといって過言ではないのだ。 

意識が吹っ飛ぶと、この法則が通用しなくなる。意識が吹っ飛び、本能のままに身体を動 
かす人間はすでに闘う機械だ。人を人と思わず、拳を当て相手が血塗れになろうといっさい 
躊躇しない。こうなると闘いは凄惨な絵を現出することになる。そうなった試合の末、両 
者がともに再起不能の大怪我を負ったことがこの恵拳武術大会でも何度もあった。 

相手を気絶させるか、相手の足を叩き折るか。乱暴だが、それが勝利のための最も確実な 
方法であった。 

3 

「さて . 」 

自分の試合の番となり、カンナは立ち上がった。 
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相手はすでに闘場の所定の位置についている。目を爛 々と 輝かせ、カンナをにらみつけて 
いる。体格はかなりのものだ。身長はカンナょりも頭一つ大きい。身にまとった闘気も並大 
抵のものではない。 

強敵であった。 

「向こうもかなりやるみたいね . 」 

カンナの背後であやめがつぶやいた。 

その声が聞こぇたのか、カンナは振り向く。 

口許に浮かんでいたのは笑みであった。 

「大丈夫、大丈夫」 

カンナはゆつ くりと 闘場に入つていく。 

闘場といっても地面に簡単な線が引いてあるだけだ。それは最初の立ち位置の線である。 
場外というものはない。 

カンナがょうやく所定の位置にたどりついたときだ。 

「かあああああああああああああああつ！」 

突然、相手の男が吠ぇた。 

そのまま長く声を出し続ける。 
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「51口ぃ……」 

見ていたあやめが思わず口に出す。 

これは単に声を出して自分を叱咤激励しているわけでも対戦相手を脅かそうとしているわ 
けでもない。中国拳法で言う"勁//を発現させる——すなわち発勁のための彼なりの方策だ 

った。 

勁とは単に力と考ぇられている場合もあるが、中国拳法では厳密に区別されている。"意" 
によって〃気"を導き、それを丹田(下腹部のこと。厳密にはへそと恥骨、それに背骨の端 

せんこつ 

ともいうべき 仙骨の内側に あると されて いる) で"力"に合一させたもの—そんなふうに 
も言われている。•それを一瞬にして爆発させ、一点に集中させる ことによ つて 凄まじい パワ 
—を生み出す。それが発勁である。 

発勁をする上において重要なものが呼吸である。呼吸のリズムによって"気"は練られ、 
自らの意のままに発勁をすることを可能とする。丹田を使つた腹式呼吸がその基本だ。そし 
てその呼吸による発勁の方策を日本語で「気合い」 と 表現したのだ。 

相手に対し、カンナも呼吸を整ぇ始めていた。 

はつ、はつ、はっ、はああああ . 




156 


三度吸い、ゆっくりと吐く。 

別にカンナはそれを意識的にやっていたのではない。幼い頃からの鍛錬で、無意識のうち 
に闘いの場での呼吸法が身についているのだ。 

(カンナさんは静かに気を練っている……あれは攻撃のため？いえ、あれは…… ) 
あやめの目はカンナの身体を循環する"気"の流れを捉えていた。それがはっきりと見え 
たのだ。"気"——すなわち、霊力である。 

中国において、"気"とは宇宙や人間の体内にある根元的な力と考えられている。これは 

ほか 

まさにあやめたちに とつて、霊力の考え方に他ならない。宇宙に ある 場合と人間の体内にあ 
る 場合を特に区別して、それぞれ霊子力、霊 力と 呼んで いる 違いはあったが。 
.(それにしても、彼女のあの霊力の量は どう!?まるでごうごうと 流れていく 音まで 聞こえ 
てく るみたい に .) 

賢人機関が桐島流空手に目をつけたこともこれを見ればうなずける。 

あやめは思わず拳を握りしめていた。掌にはびつ しりと 汗がたまつている。カンナはその 
感動的ですらあるほどの 霊 力をどう使おうというの か。 あやめの*,測が正しければ、カンナ 
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「はあああああああああああああああつ！」 

相手の男が突然大声を出し、踏み込んで拳を放った。発勁により、力を十分に乗せて。そ 
の動きは一分の無駄もない見事なものだった。腕だけで放っているのではない。足、腰、胸、 
首……あらゆる場所の筋肉がその一撃のために力を移動させている。至近距離から動作は小 
さいが、身体全身で放つた拳。それは恐るべき破壊力を秘めている。 

そしてカンナは驚いたことにその一撃をよけなかつた。 

拳による一撃を殺すには、わずかに身体を引き、間合いを とつて 衝撃力を弱め"受け"る 
か、拳の流れに合わせて身体をひねり、突きそのものを"外す"かの どちら かしかない。特 
にこの場合のように至近距離ではまさに どちら かの方法をとらねば致命的な一撃を 喰らう こ 
とになる。 普通なら。 

だが I 

ガンッ！ 

それは まるで 岩かなにかを殴つたような音が辺りに響いた。 あまり •{: はつき りした 音に、 
闘いを見つめていた見物人たちの顔にも驚きの表情が浮かぶ。 



158 


そして、拳を放つた当人は苦痛に顔を歪めていた。 

ぼぅぎよ いちげき 

カンナが防御をいつさいとらなかつたとき、彼は勝利を確信していた。一撃の勝利。それ 

げんそぅ 

は彼にとつて実にたやすい勝利だつたといえる。しかし、それは幻想に過ぎなかつたとこの 
瞬間知った。 > 

彼の拳は破壊されていた。カンナの身体に触れたことによつて。 


あやめ もまた 驚愕した表情で闘いを見つめていた。あやめは見ていた。カンナの身体の、 
相手の拳が触れた、寸分変わらぬその場所で勁が発せられたことを。その瞬間、カンナの身 
体のその場所は鉄と化した。いや、相手の拳に対してカウンターのょぅな攻撃となつたのだ。 
「おらああああああああああああ ああつ！」 

今度はカンナが吠ぇた。 

動かない —— いや、動けない相手に対して、カンナの拳が繰り出される。瞬時に霊力(気) 
が発揮され、相手のこめかみに拳は突き刺さっていた。 

「が……」 

これぞ一撃必殺。短い言葉を発して、相手はもんどり打って地面に倒れた。カンナは二撃 
目の構えを とろぅともしな かつた。 
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周囲ではざわめきすら起こらない。シーンと水を打つたように 静まり返り、 信じられない 
方法で勝利をものにした少女を見つめていた。 

4 

「ホン ト 、無茶な ことする わねえ…… 」 

あやめはどこかあきれたような声を出していた。 

試合が終わり、カンナが戻ってくると、あやめは有無を言わさず、拳の当たった腹部を服 
を上げて見た。 

「お、おい、あやめさん!?」 

「赤くなってるだけ . か。うん、骨にも異常はないようね。拳から伝わるはずの気も完全 

に弾き返してる……完璧だわ。けど……」 

あやめは改めてカンナの顔を見つめた。 

「なんであんな無茶な闘い方するの？」 

「言ったろ、一撃必殺が基本だって」 

「確かに相手の戦意を挫き、次の一撃を決めるのには最適な方法かもしれないけど……危険 
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すぎない？」 

おやじ 

「平気だよ。今までずつとこれでやつてきたんだ。あたいも、親父も……」 


一瞬、カンナの表情に変化が現われたことをあやめは見逃さなかった。 

「カンナさん、少々つらいことを言うけど間違つてたら許してね。 . あなたのお父様が負 

けたのは、その方法を破られてのことじやなくつて？」 

「 . ！」 、 

カンナは愕然とあやめを見た。その表情があやめの言葉が事実であることを認めていた。 
「だからあなたはその戦法を変ぇるつもりがないのね」 

「……桐島流空手は最強だとあたいは信じてる。だから……親父に教ぇられたこの方法で 
絶対に勝ち続けなきやいけないんだ」 

「最強とか . 武道つてそういうもんじやないと思うわ」 

「じやあいったいなんだって言うんだよ。強くちやいけないのか？親父は口癖のように強 
くな れって言ってた ぜ！」 

カンナは少し憮然とした表情になる。 

あやめはどこか困つたような顔つきをしながらも、はつきりとした口調で言つた。 
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「お父様だつて、きつとそのことはわかつていたはずょ」 
r . 知らねえよ。そんなこと習う前に死んじまつたんだから 


あやめはなにも言えず、じつとカンナの顔を見続けた。 

カンナのほぅはどこか寂しげな表情で立ち上がる。そのままふらりと歩き出した。 
「次の相手でも見に行くか……」 


少し遅れて、あやめも歩き出した。 

5 

境内ではあちこちで熱戦が続いている。 

いずれも生半可な腕の人間‘はいない。達人同士の闘いだ。実力差は伯仲し、長時間の攻防 
もざらだつた。 

そういうわけでカンナのょうに一撃必殺で勝負を決めたのは珍しいと言ぇる。 

「やつてる、やつて る！— 一 
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ようやく カンナの顔に笑みが戻つた。やはり根っから闘いが好きらしい。生き生きとした 
顔で試合を見つめている。 

「あたぃの次の相手はどいつだ？」 

けいじばん とうじよう 

トーナメントの書かれた掲示板を見て、カンナは次の相手の決まる闘場に歩いていった。 

「 . ！」 

その闘場まで来たとき、カンナの顔から笑みが消ぇた。 

r ……？」 

不思議がるあやめの目の前でカンナは無理矢理人を押しのけ、カンナはその闘いの見ぇる 
最前列まで身を乗り出していた。 

「あれは . ！」 

それは不思議な闘いだった。 

C くあつ く こなし ナ 

片方の肉厚な大男の繰り出す拳や蹴りをもう片方の ヒョ ロッ とした 男が よけて いる。ひた 
すらよける だけ。それだけなら一方的な試合だ。しかし、どちら かというと 涼しい顔をして 
いるのは よけて いるほうの ヒョ ロッ とした 優男のほうだつた。 

「はつ！ はつ！ はああああつ！一 

肉厚の大男は焦ったように次々と繰り出した。が、優男には効かない。 
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優男のほぅは構ぇ もとつ ていない。ただ、両の腕をだらん と 下に垂らしている。足の運び 
も決して軽やかなものではない。しかし、拳や蹴りは当たらないのだ。かすり さぇし ない。 
「クッ . 」 

徐 々に 大男の息が上がってきた。拳を放ったとき、脇が大きく開いてしまぅ。 

その隙を優男は見逃さなかつた。 

シヤツ！ 

優男が初めて自分から前に出た。 

見事なスピード。 

一瞬に して 間合いは詰められ、大男の顔の前に優男の顔がある。 

「！」 

大男の驚きの表情は次の瞬間、苦悶の表情に変わった。 

十五センチほどの至近距離から一撃が大男の鳩尾に打ち込まれたのだ。 

フフごつ . 」 

大男は 白目を 剝いてその場に仰向けに倒れ込んだ。これもまた、一撃必殺。 




カンナは勝負が決まった後も呆然とその優男を見つめ続けていた。 

「やるわね」 

r ……!?」 

いつの間にかカンナの背後にあやめが立っている。あやめの気配に気づかないほどカンナ 
は優男に気を取られていた。 

「あの男、硬気功を使うゎ」 

「硬気功……!?」 

「千年の歴史を持つ気功術を武術に応用したものよ。"気"の力を使って、ゎずかな動作で 
石をも 砕くと言われているわ」 

r. 」 

「それにあの人、大したスピードと見切りね。相手が拳を繰り出すよりも早く相手の拳の届 

かない所に移動していた . 。おそらく、完全に相手の動きを予測できていたのね」 

「そんな ことできる のか!?」 

「相手の筋肉の動きや視線、それに闘気の流れを読んだんだと思うけど……合気術にも似た 
ような技があるけど、修得できる人なんて万に一人 . 」 
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「あれだ！あの技なんだ！」 

「ぇっ!?」 

「親父を倒したのはあれなん だょ！」 

「それじやあ . !?」 

あやめもその優男のほうを見た。 

カンナはずつと彼をにらみ続けている。 

その視線に気づいたのか、彼はスッとカンナのほうを見た。 

視線と視線が合う—— 

「 . J 

優男は怪訝な表情をすると、そのまま踵を返して歩き去ろうとした。 
「待て！」 

カンナが飛び出して、慌てて後を追った。 

6 

闘場から少し離れた所でカンナは優男に追いついた。 
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あやめもすぐ後ろについて来ている。 

「ちよつと、あんた！」 

カンナは強い調子で優男に声をかけた。 

「はい？」 

優男のほうは困惑したような様子だった。まだ年の頃は二十歳になったかならないかとい 
うと ころだろう。 

「あんた、その技をどこで習った!?」 

勢い込んでカンナは言った。 

「あの……あなたは？」 

「カンナ！ 桐 島カンナ だ！ あんたの次の 相手だよ！」 

「ああ、あなたが噂の……」 

「それより、あんたのその技だ！それをどこで習ったんだ？」 

優男の年齢から言って、カンナの父親を斃した相手と考ぇるのは難しい。となると、彼に 
その技の手ほどきをした相手が重要な容疑者ということになる。 

「ぁの……」 

カンナの顔をじっと見て、優男はどこか困ったように言った。 
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「それはちよつと……。あ、僕、葉龍宝と言います」 

控えめな龍宝と名乗る青年に対して、カンナは強引だった。 

「いいから教えてくれ！あんたにや悪いけど……そいつはあたいの親父の仇かもしれない 
んだ！」 

「！」 

一瞬、龍宝の顔色が変わる。が、すぐになんでもなかったよぅに龍宝は首を振った。 
「ちよっ と 事情が ありまして、 明かせないんです」 

「教えて くれ！」 

「すいません . 」 

「どぅしても教えて くれないのか!? 」 

「はぃ……」 

「ならば、力ずくでも聞き出してやるぜ！」 

カンナはいきなり拳を構えた。実に短絡的だ。 

慌てて間に入ったのはあやめだった。 

「カンナさん、やめて」 

「止めな.いで くれ！ なんとしてもこいつから聞き出さない と！」 
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龍宝は困った表情の まま カンナを見つめていたが、やがてフゥと嘆息して言った。 
「わかりました。 教えてもいいですが一つ条件が あります」 

「なんだ!?」 

「僕に試合で勝ったらお教えしましよう。確か、あなたは次の僕の相手でしよう」 
「ああ、そうだ！」 

「それならば僕と闘って勝ってください。それでいかがですか？」 

「……わかった！ならばあたいは絶対にあんたに勝つ！」 

カンナは険しい表情のまま叫んだ。 

「では、また後ほど」 

龍宝はスッと一礼して去っていく。 

離れていく龍宝の後ろ姿を見て、あやめがつぶやいた。 

「悪い人ではないみたいね……」 

だが、その言葉はカンナの耳には届いていないようだった。 

「あたいは絶対に負けね え！， 必ずあいつを倒して . ！」 

拳を握りしめ、カンナはいつまでも龍宝をにらみ続けていた。 
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そのカンナを見て、あやめも先ほどの龍宝とまつたく同じょぅな表情を浮かべていた。 

7 

夜が来て、カンナとあやめは僧坊で床についた。 

生涯の目的——と本人が言つている父親の仇討ちのこと——に一歩近づいたと興奮してい 
たカンナだつたが、床に つくと すぐに寝息を立て始めた。 

あやめのほぅはなかなか寝付けなかつた。 

強さを絶対的な ものと 信じるこの少女の行く末が、あやめには少し気になつていた。強さ 
を信じる者は強さで身を滅ぼす-あやめはそんな例をいくつも見てきたからだ。 


やはり寝付けない。 

音もなくあやめは立ち上がつた。そして、カンナを起こさないょぅに、そつと外に出てい 
った。 

もつとも、カンナは気づいて、一瞬目を開けたが。 
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僧坊の廊下は外にむき出しになっている。そこで、あやめは涼みながら真つ暗な境内を見 
つめていた。 

r . ?」 

特に注意して見ていたわけではないが、あやめは僧坊の前を足早に歩いていく人影を見つ 
けた。音を発てずにそっと歩いていく。その足運びには見覚ぇがあった。 

「あれは . ！」 

あやめは気づいた。それは昼間にあった硬気功の使い手、葉龍宝であることに。 

葉は手に簡素な荷物を持っている。 

あやめは慌ててあとを追いかけた。 

「待って！」 

門のところであやめは龍宝に追いついた。あやめの顔を見ると、龍宝は驚いたような表情 
を浮かべる。 

「あなたは昼間一緒にいた……1」 

「名前を まだ 述べていなかったですね。 藤 枝あやめです。 よろしく」 

「あの……なにか僕に用ですか？」 

困惑したように龍宝が言う。 
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「あなたを見かけたんで、つい追いかけてきてしまつたの」 

「 . そうですか」 

「どうしたの、こんな時間に？」 


「逃げるの？ 明日の闘いから」 

「 . ！」 

龍宝が驚いたょうに顔を上げる。元来、真面目な性格らしい。龍宝のその表情があやめの 
指摘が真実で あることを 物語つていた。 
r . そのとおりです」 

少しうつむいて、龍宝が言つた。どこか自分の行動を恥じて いるょう に見ぇた。 

「明日の試合が怖くなつた……そうじやないわね」 

「はい……」 

「あなたに硬気功を教えた人のことをどうしてもカンナさんに教えたくないのね」 


沈黙はやはりそれが真実であることを示している。 
あやめはやさしげな表情で龍宝を見ていた。 
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龍宝もときどきあやめの顔を窺う。 

あやめのやさしげな表情から受けるのはその深い母性ともいぇる気持ちだ。それは見るも 
のを安心させ、ついつい頼りたい気持ちになる。 

この二十歳にいくかいかないかの青年もそういう気持ちになっていた。 

「あの人に師匠を教ぇるわけにはいかないんです……。おそらく、師匠はあの人が探してい 
る人だから」 

r. 」 

「けれど僕は約束してしまった。試合に勝てばその約束も反故になります。しかし、彼女は 
死に物狂いで向かってくるでしょう。単純に技と技との掛け合いなら勝つ自信はあります。 
けれど、その裏にある彼女の思いを知って……僕はもうやる前から負けてしまつているんで 
す . 」 

闘いは気合い—— 

この気合いは勁を発するための気合いではなく、単純な意味での闘いへの情熱、そして相 
手に対する気迫のことだ。もし、技量的には同じ実力でも、気の強い人間と気の小さい人間 
が試合を したとしたら、まず 間違いなく気の強い人間が勝つ。それは目を見て しまう からだ。 
相手の目を見て しまった とき、気の小さい人間は相手の気合いにのまれ、萎縮して しまう。 
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こうなる と闘いは技量の問題ではない。 

龍宝は そのことがよくわかつ ていた。 

「今なら、僕がただの卑怯者と呼ばれるだけで済みます」 

「なにか理由があるみたいね……」 

「僕が妙な好奇心を抱いたのがいけないんです。つい自分がどのくらい強くなつたか知りた 
くて、この大会に参加してしまつた」 

「強さを知る . 」 

「師匠は よく 言つてました。強さを知る ことは 愚かな こと だと」 

あやめは感心していた。武道というものの精神面をこの青年は学び、理解しているのだ。 

I 立派なお師匠さんね」 

「 . 」 

「あなたの技、この恵円寺に伝わる恵拳に硬気功を取り込んだものね。ならば、お師匠さん 
というの はこの寺の人で しよう？」 

r. 」 

「カンナさんは毎年このお寺に来ているらしいけど、未だにあなたと同じ使い手にあつたこ 
とがないと言つていた。その人はこのお寺に今はいないのね」 
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「おっしやるとおりです。師匠は今はこの寺にはいません」 

「ねえ」 

あやめは真剣な表情で言った。 

「もしょかったら、今晩のうちにそのお師匠さんに会って聞いてくれないかしら。あなたが 
カンナさんと闘うかどうかをそのお師匠さんに決めてもらいたいの」 

「えっ？」 

「あなたを見るに、そのお師匠さんは悪い人とは思えない。あなたは素直で信用できる人だ 
から。ならばお師匠さんにはお師匠さんの事情があるのはわかる。ただ……私としてはカン 

ナさんに仇討ちをさせてあげたい気持ちもあるの。だから . 」 

「師匠自身に決めさせろと . 」 

「ええ」 

あやめも複雑な思いだった。カンナに仇討ちを成し遂げさせてやりたい気持ちはある。だ 
が、龍宝を見ているとなにか引っかかるのだ。温厚篤実というのがこれほど似つかわしい龍 
宝の態度からわかること、それは実に師匠ができた人間だということだ。その人間の事情な 
のだからきっと重いものがあるのもわかる。だからカンナの仇討ちの件を彼自身の判断にま 
かせたいと思ったのだった。 
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少しの間、沈黙が時を支配した。 

「わかりました . 」 

考え込んでぃた龍宝が顔を上げた。 

「考えてみればこれは師匠にとつてとても大切なことなんです。僕なんかが判断していいも 
のではありません。今から師匠のもとに行きます」 

「試合まで戻れるの？」 

「はい . すぐ近くですから」 

「そう . このことはカンナさんには黙つているわね」 

「 . ありがとうございます」 

龍宝は一礼すると、 そのまま 門の外に消えていく。 

あやめは姿が完全に見えなくなるまで見送っていた。 

「どう すればいいのかしら . 」 

めずらしく あやめが弱々 しげに つぶやいた。 

門から少し離れた木の陰に人影が見える。 

気配を完全に消し去っているその人物はだれあろうカンナだった。 
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カンナは硬い表情で門のほうを見つめていた。 

8 

翌日、試合時間が来ても、葉龍宝は姿を見せなかった。 

「 . 」 

カンナは目を閉じたまま腕を組み、闘場で仁王立ちに立つて待つている。 

カンナの真後ろにいるあやめのほうが困惑した表情になっていた。 

(やはりだめだつたのかしら…… ) 

審判を務める僧たちが何事か協議している。やがて、閫場の中に立ち、カンナのほうを見 
て叫ぼうとした。 

「葉龍宝失格により……」 

「待てよ！」 

僧の言葉を止めたのはカンナだった。 

カンナはスッと目を開けて僧をにらんだ。飲まれたように、僧は緊張した顔つきとなり思 
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わず喉が鳴る。 

「もう少し待ってやつてくれないかい」 

丁寧な口調ではあつたけれども、そこには有無を言わさぬ迫力があつた。 
審判僧が慌てて闘場から退いて、およそ十分後。 


見物人の間が割れて、一人の男が入ってきた。 

葉龍宝だ。 

「お待たせしました」 

昨夜の弱々しい表情はなく、葉は気合いのこもった顔つきになっていた。 

「いい顔になつたじやねえか。昨日の夜の顔じやあ闘つてもつまらねえからな！」 

カンナが不敵に言い放つ。 

「僕と 藤枝さんの やりとりを 見ていらしたんですね」 

「ぁぁ」 

「師匠に言われました。私の運命をすべておまえに託すと。勝つても負けてもそれを受け入 
れると」 
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「僕は本当に師匠の運命を預かる ことになつてしまったん です。 あなたに 負けるわけには い 
かなくなりました」 

「そうこなくつちやな！」 

カンナが構える。 

応じて龍宝も構えをとる。 

ついに闘いは始まつた。 

龍宝の構えというのは、あいかわらずほとんど腕をだらんと垂らしているようなものであ 
った。そうやって、挑発するかのように、無防備で相手の懐にツカツカと近づいていく。 

いつものカンナならすぐに仕掛けていただろう。だが、この日のカンナは違った。 

龍宝が近づいてくればその分下がり、停まれば停まる。十分な距離をとることに腐心して 
いた。.それは前日の龍宝のスピードに対する警戒からだった。一気に懐に入られ、硬気功の 
一撃を喰らえば、 カンナと はいえ危ない。 

(カンナさんが慎重になっている .？) 

それはあくまでカンナが一撃必殺を狙っていることの表れだった。いったいいつカンナは 
仕掛けようというのか。いつもの戦法のごとく、龍宝が仕掛けてくるのを身体で受け、カゥ 
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ンターで必殺の一撃を瞳ら わせようというのか？ 


龍宝のほうもカンナと同じく、一撃での勝負を狙っていた。硬気功は気を拳にため、それ 
を身体の 各所に あるツボ (経絡) を突く ことで特に 威力を発する。肉体をいかに 鍛ぇょうと 
もッボはッボであり続ける。それを狙ったものだ。 

龍宝はカンナを無心で見つめていた。 

龍宝の目から見たカンナの姿は経絡のみが浮かび上がった立体的な線のょうなものだ。経 
絡と経絡の間の気の流れもしっかりと見ぇる。その気の流れを読むことで、相手が次にどう 
いう動きをするのかがわかる。龍宝が師匠から受け継いだ拳のすべてがそこにあった。 

はつ、はつ、はつ、はああああ . 

ぶわっ t 一気にカンナの気が膨れ上がった。恐ろしいほどの霊力がカンナの身体から発せ 
られている。 

(出す- ) 

あやめが目を見開いた。 
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と同時にカンナと龍宝の間合いが一瞬にして縮まる。霊力はカンナの一歩をも大きく増さ 
せていた。 

「来留々破ッ！」 

カンナの拳が放たれた。 

霊力の塊。 

触れただけでもただでは済まない。おそらく、肉が削げ落とされ戦闘不能に陥るのは必死 
だ。 

しかし、いかに霊力が込められょぅとも、人の動きで ある 以上、経絡を見つめていた龍宝 
にははつきりと予測できた。 

「 . ！」 

龍宝はいきなり地面に倒れ伏した。 

「！」 

カンナの拳はその龍宝の後頭部の上を通り抜けていく。風圧だけで龍宝の首の裏側に赤い 
線が走った。 

だが被害は とりあぇず それだけだ。 

「はっ！」 
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からだ つまさき わきばら たた 

龍宝は身体を裏返しながら、爪先をカンナの脇腹に叩き込んでいた。 


「うっ —• 」 

カンナが前のめりに倒れる。 

龍宝の爪先は確実にカンナの脇腹の経絡を捉えていた。いかに鍛えた達人でも一時的に身 

体が麻痒するはず-だった。 

「えっ!?」 

龍宝は愕然と自分の前で展開される光景に見入っていた。 

なにごともなかっ たかの ょうに カンナが顔を上げたのだ。 

「やるじやん か！」 

カンナは不敵に笑みを浮かべると構えをとつた。闘気も変わつていない。カンナは無意識 
のうちに 霊力を打たれた部位に放って いるの だ。 

(効かないのか…… !?) 

龍宝は戦慄を味わっていた。今までこれで立ってきた人間はいない。 
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「はああっ！」 

カシナがふたたび挙を繰り出してくる。 

「はっ！」 

ふたたび龍宝はカンナの動きを読んでかわしていた。カウンターを今度は足に叩き込む。 
ガッ！ 

これで右足が折れるはずだった。 

だが I 
「けつ、やるね！」 

またしても何事もなかったょうにカンナは立ち上がつていた。 

「恐ろしい人です……」 

龍宝がつぶやいた。 

「あんたの 師匠とう ちの親父が対決したときをあたいは見ているんだ ぜ！ 親父の攻撃が こ 
とごとくかわされ、確実に拳を決められていく様を。だからあたいは決めたのさ。どんな攻 
撃を 喰らおうとも 絶対に倒れない身体を 作ろうと！ 一撃だ！あたいには一撃あればい 
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ぃ！」 

動揺する龍宝に向かって、カンナが続けざまに拳を放った。 

(カンナさん .！) 

が、 そのと きあやめは気づいた。ほんの少し、 まさに 本人 すら 気づいていない かもしれ な 
いほ ど 拳の スピー ドが遅くなっていることに。やはり、ほんのわずかずつだが、龍宝の一撃 
はカンナの身体から戦闘力を奪っていたのだ。霊力を使った防御法も完全とは言ぇない。 

ガシッ！ガシユッ！ 

■一は齡銳な衝樹を勤してきた。 

カンナの拳は ことごとく かわされ、必ずカウンターの一撃を入れられる。しかし、決して 
カンナは沈まなかつた。その繰り返し。 

さすがに拳のスピードの衰ぇはだれもがわかるものになつていた。けれど、それでもカン 
ナはやめない。 

「 . 」 

見ている者のほぅが気を殺がれていく。そんな試合だった。見物人たちは闘いの猛者だ。 
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幾多の闘いの中で、意識が飛び、倒れても倒れても立ち上がっていく——そういった試合も 
何度も見ているはずだ。そんな彼らですら立ち上がるカンナにいつしか恐怖を抱くようにな 
つていた。 

(こいつは死なない人間か…… !?) 

そして、その恐怖感を一番感じていたのが龍宝だった。 

(立つな！立たないでくれ！) 

その願いもむなしく、十何度にわたりカンナは立ち上がった。 

「どうした……!?」 

カンナは口許に笑みを浮かべつぶやいた。 

なんという恐ろしい笑みか。 

龍宝の顔色が真っ青になっている。 

あやめも硬直してただ呆然と闘いを見つめるのみだ。 

「カアアアアアアアアアアアアアアアアツ！一 
龍宝が見ている者の耳をつんざくような絶叫を発した。 

「！」 . > 

そして、初めて自分からカンナに仕掛けた。度重なるダ メージ からか、カンナはそれをよ 
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けることができなかつた。 

ドゴッ！ 

ハィキックがカンナのこめかみを直撃した。 

絶対的な、全身全霊を込めた一撃 —— 

打ち終わってしばらく、両者はその体勢のまま凝り固まっていた。 

やがて、ゆっくりとカンナの身体が地面に倒れていく。 

「カンナさん！」 

あやめが叫んだ。 

それが呪縛を破ったように、見物人たちがいっせいにタメ息をつく。ようやく彼らも力を 
抜くことができたのだ。 

「はあ . はあ . はあ . 」 

龍宝は呼吸を乱しながら、倒れたカンナを見つめていた。今の一撃で、龍宝は残っていた 
力をすべて使い切っている。それほどの一撃だった。 

審判の僧が出てきて、龍宝の勝ちを宣言し ようとす る。 
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そのときだつた。 

ぶ わああああああああああああ あつ！ 

カンナから風が巻き起こった - 見ていた者にはそう見えたかもしれない。 

「そんな……これほどの霊 力が！」 

あやめは思わず口に出していた。そう、それは霊力だ。気の流れだ。今まででもっとも大 
きな霊力が爆発したかのょうにカンナの中で弾けたのだ。 

「 . ！」 

「ああ！」 

どょめきが起こる。 

そして、カンナは立ち上がっていた。 

しかし、その姿は—— 

目は虚ろながら、虚空をにらみつけている。見えない牙が剝き出しになり、見えない全身 
の体毛が逆立っている。 

野獣だ。 
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恐るべき野獣が出現していた。 

カンナの意識は飛んでいる。そして、それがカンナの心の奥底に隠れていた野獣を呼び起 
こしたのだ。 

「ガアアアアアアアアアアアアツ！ I 
咆哮がカンナの口から漏れる。 

「ああああっ . .」 

悲鳴にも近い声が龍宝から漏れていた。 

もはやこれは勝負ではない。 

カンナは動いた。 

ドゴツ！ 

カンナの拳が大地に突き刺さる。龍宝は必死でょけたのだ。しかし、それだけではすまな 
かった。 

ビシツビシツビシツビ ギイイイイイツ！ 
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なんと、 大きな地割れが そこから 走っていた。 

「そんな . ！」 

あやめは見た。カンナの霊力が大地を引き裂いたのを。 

「ぅ、ぅわつ 彳.」 

龍宝はその地割れに足をとられていた。 

そこにカンナの拳が迫る。 

「ガァァァァァァァァァァァァァァァッ！」 

確実に相手を死に至らし める 一撃だった。 

龍宝の命は風前の灯—— 

「 WJ めええええええええええええええっ彳.」 

そこへ あやめが飛び出していた。 

横合いからカンナに向けて放ったのは霊力。ありったけの霊力だ。 
「人殺しをしないで、カンナさん つ！」 

空気が凍った。 

時が止まった。 
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カンナの拳は龍宝の眼前で止まつていた。 

「あたい.…：？」 

カンナは正気を取り戻していた。あやめの霊力がカンナの正気を呼び覚ましたのだ。 


龍宝は動かなかった。いや、動けなかった。 

しばしの沈黙の後、審判僧がカンナの勝利を宣言した。 

9 

ここから話は太正十二年まで跳ぶ。 

あの闘いの後、龍宝は土下座して三年待って欲しいとカンナに頼み込んだ。カンナもそれ 
を飲んだ。あやめに言われた こと もあつたが、龍宝が信頼に 足る 人物で あると カンナ自身が 
認識したからだった。 

そして連絡は太正十二年の三月に来た。 

すでに帝國華撃団の一員となっていたカンナだったが、三月十九日に大帝国劇場を脱走し、 
沖縄を経由して香港へと向かった。 




港には龍宝が待ち受けていた。 

あれからおよそ 三年が経っ ている が、 龍 宝は ほとんど 変わっ ていない。 

「おひさしぶりです、カンナさん」 

「さて、龍宝さんよ、あたいは三年待ったんだ。あんたの師匠のところに……あたいの親父 
の仇に会わせてもらおう か！」 
r ……わかりました」 

こうしてカンナを 連れ、龍宝が向かったのは恵円寺の ある 恵州山だった。 

「こんなところに道が . ？」 

かつて老婆を助けた絶壁の道に平行して、山の中に道ができている。 

途中からそれは洞窟に入り、奥へ奥へと続いていた。 

「この洞窟は……!?」 

「気づかれましたか。これは人の手で掘られた洞窟です」 

「 . :•:!」 

岩肌は硬い。ほとんど石のようだ。そこをすでにカンナは二十分近く歩いている。直線な 
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らばほとんど恵州山を突き抜ける距離だつた。 

やがて洞窟の奥にたどり着く。 

ロゥソクの炎の下に、一人の老僧が地面に座り込み、首を垂れていた。 

「初めて . というべき か、お目にかかれて うれしく 思います。林如です」 

老僧が顔を上げた。表情は穏和だが、深い鈹が顔に幾重にも刻まれている。それが彼の労 
苦を表していた。 

「我が師です、カンナさん」 

「あんたが……」 

カンナは じつと 林如を見つめていた。なぜか怒りは湧いて こな かつた。 

カンナはあのときの老婆の言葉をはつきりと思い出していた。 

『ずいぶん前からこの恵州山に安全な道を作るとかで、一人で穴を掘っておられるのじや』 
『罪滅ぼしじやと言つておつたょ』 

『誤つて人を殺してしまつたとか……』 

林如はすべてを覚悟しているかのょうに淡々と言つた。 
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「かつて恵円寺にいた頃、私は力をすべてと信じ、最強のそれを手に入れるため修行を積ん 
でいました。腕に覚ぇのある者のところに行つてはそれを倒し、それで高みに近づいたと思 
つていたのです」 

「 . 」 

ナいナんぶじ AO 

「そんなとき、恵拳武術大会であなたのお父上が勝利され、そのことを後で知って、私はす 
ぐに沖縄に向かいました。当時、だれにでも闘いを仕掛け、相手を半殺しにしてしまう私は 
大会を締め出されていました。それで、あなたのお父上を倒せば私の最強が証明されると思 
つたのです」 


「龍宝と闘ったあなたならおわかりかと思いますが、私の技は相手の動きを前もって知る 
ことができることと確実に一撃で経絡を突き倒す硬気功でした。そして、それはあなたのお 
父上との闘いでも有利に働きました。この闘いはまだ幼かったあなたもご覧になっていたで 
しょぅ」 

「ああ……」 

林如の拳はカンナの父親•琢磨の身体にすべて吸い込まれ、逆に琢磨の拳は林如の身体に 
まるで当たらなかつた。 
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「ところが何度倒れてもあなたのお父上は立ち上がってくるのです。そう、あなたと龍宝の 
闘いのように。私は今まで味わつたことのない恐怖に襲われました」 

「 . 」 

「そして、あなたと同じようにあなたのお父上も野獣となられました。そのときの私の恐怖 
……死ぬと思いました。殺さなきや殺される……気がつくと、私は懐にあった隠剣であなた 
のお父上の心臓を刺していたのです」 

見ていたはずのカンナもその林如の隠剣には気づいていなかった。 

心臓を刺されても琢磨はしばらくの間闘い続け、林如に重傷を負わせた後、息絶えたとい 
50 

「親父……」 

「そのときから 私は 強さというものを 追求す ることの 愚か さを知りました。極限まで強さを 

極め、人間の奥底に潜む野獣を解き放ったとき . それはもはや人とは言えません。そして、 

私はそれを追求するあまり、あなたのお父上を手にかけてしまったことを悔やむようになり 
ました」 

「それでこの道を……」 

「私の罪がこれで償えたとは思っておりません。しかし、少しでも人を救うなにかをやりた 
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かったのです」 


「桐島カンナさん。やがてあなたがいらつしやる ことは わかつていました。私はあなたに と 
つて父殺しの憎い仇なのですから」 

「あたいは……」 

「ただ私はこの道だけは なんとしても 完成させたかつた。それでわがままを言って今日まで 
待つて もらつ たのです。しかし、それ ももう 完成した も 同然です。 あとは 龍宝に任せます。 
今日までよくお待ちくださいました」 


カンナはじつと林如を見た。 

林如は静かに目を閉じ、手を合わせる。 

龍宝もすべてを悟つているかのょうにその場に座り、澄んだ目で師を見つめた。 
「カンナさん . さあ……」 

林如の声にはやり遂げたという達成感があった。なんの未練もないという透き通った声だ 

った。 

「……わかった」 
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カンナは構ぇをとる。体内で霊力が膨れ上がった。 

そして、 林如を険しい表情で にらみつける。 

「親父の仇……チェス トッ！」 

カンナの拳が走った。 

、ドゴオオオオオオオオオオオオオオオツ！ 

岩片があたりに飛び散る。 

陽の光が飛び込んでくる。 

カンナの拳は洞窟の壁を吹き飛ばしていた。およそ十センチほどの厚さがあった岩盤を拳 
は見事に突き抜けていた。 

「カンナさん . ？」 

陽の光を まぶしそうに、 林如が目を開けた。 

カンナはどこか照れた ように 笑つている。 

「あたいはそういう話には弱いんだよ」 

「カンナさん . 」 
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「あんたみたいに弱くなつちまつたヤツをやつたつて、親父にやなんにも誇れねえや。親父 
にや強くなれつて言われてたからさ」 


「こういうのも強いつていうんじやないのかい、林如さん」 

「……はぃ」 

「もう東京に帰るょ、あたいは。仲間が待つ ているからさ あ」 
カンナは後ろを 振り返らず 歩き出した。 

林如と龍宝はその場でいつまでも深々と頭を下げていた。 
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あとかき 

今でも小学校の道徳の時間には菊池寛の『恩警の彼方に』を教材として使っているのでし 
よ > フカ 

僕は非常にこの話が好きです。元々は豊前(今の福岡県)の耶馬渓の難所に洞窟を掘った 
禅海和尚の事績が元になっており、そこに罪の意識というものを取り入れ小説化したのが菊 
池寛でした。 

今回、カンナの前夜話を考ぇたとき、 どうしても やつておかなければならないと思つたの 
は父親とのことです。強い強いと言われているカンナの父親はなぜ死んだのか。そして、力 
ンナと父親の関係は。このことを考ぇたとき、 そこに 『恩警の彼方に』を投影したくなつた 
のです。 

ただ、 この お話において、一つだけ誤解を招く かもしれない 主張が あります。あやめさん 
が「強くなることばかりが 武道 じやない」という 科白を使つ ています が、実は僕自身は 強く 
なるということに対してそれほど否定的じやありません。強くなるということは素晴らしい 
ことだと 思う し、それに 向かつ て 突き進んで いる 人間は 美しいと感じます。強くなる——そ 
れは 人間の持つ根本的な欲望なのか もしれません。 
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マリアのストーリーに関しては実に苦しみました。ストーリーが難しかつたというわけで 
はなく、 一九二〇年代のニ ューョークの 描写が どうしてもうまくいかなかつたことです。 
執筆中に担当者に、 

「一九二 O 年代のニュ ー ョ I クに行かせて くれ！」 

などという 荒唐無稽 とも言える 科白を何度叫んだ ことか。それほど追いつめられていまし 
た。 

そういう 意味で、 書籍以上に資料となつたのは映像です。ちょうどこの執筆の頃再放送さ 
れていた\^1:尺特集の『映像の世紀』は何にもまして最高の資料でした。撮ったビデォを何 
度見直したことか。参考文献には載せてませんが、ここに記しておきます。：2;:1:尺さん、あ 
りがと50 

さて、『サクラ大戦前夜』も無事に二冊を刊行することができました。 

今回も様々な人にご迷惑をかけてこれは完成しました。 

『サクラ大戦』総合プロデューサであり、原作者でもある広井王子さん。 

そして、設定を作り続けているレッドカンパニーの金子さん、森田さん。 
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徹夜に何度も付き合ってくれた『電撃セガサタ ー ン』副編集長の甲田さん。さらには『一 
撃セガサターン』の長谷川編集長。 

表紙と挿し絵を描いてくださつた松原さん。 

そしてそして、すべての『サクラ大戦』のスタッフの皆様、ありがとうございました。 
最後にこれを読んでくださった読者の皆様に感謝を込めて。 

一九九七年あかほりさと 


【追伸】次の巻は丸々一冊「さくら編」の予定です。乞ぅ、ご期待。 
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(§)35 かほり さとる 著作 リスト 


「ケームブック•ジ—ザス」(エニックス文庫) 

「天空戦記シュラトー修夜転生」(角川ス-丁力 I 文庫) 
「天空戦記シュラト2魔破隙路」茼) 



「天空戦記シユラト 3 戦鬼避返」 (同) 

「天空戦記シユラト4不抜大我」(同) 

「天空戦記シユラト5苦界彷控 J (同) 

「天空戦記シユラト6刹摩哀史」 (同) 

「笑説•天空戦記シユラト熱風怒濤」(同) 

「^:3騎士ラムネ&40£><ビクビクトライアングル愛の風大作戦」(同) 
「^<3騎士ラムネ&40£\2ユラユラ銀河帝国大混戟/」(同) 
「20騎士ラムネ&40£\3ラスト.ラスト」(同) 

「 NG 騎士ラムネ& 40 外伝 ダ•サイダ—伝説」 (同) 

「NG 騎士ラムネ & 40外伝2ココア案の物語」 (同) 

「 NG 騎士ラムネ & 40 外伝3レスヵの愛の物語」 (同) 

「MAZE ☆爆熱時空1完全無欠の最強ヵップル」 (同) 
「MAZE ☆爆熱時空2天下無敵笑ハ-- ティ—」(同) 
「MAZE ☆爆熱時空3永遠不変の異邦人」 (同) 

「MAZE ☆爆熱時空4純情 "r 憐の聖少女」 (同) 

「MAZE ☆爆熱時空5驚嘆怒濤の大逆転」 {同) 

「MAZE ☆爆熱時空6感激故郷笑異変」 (同) 

「MAZE ☆爆熱時空7伝説聖地の超 霊 力」 (同) 


「 MAZE ☆爆熱時空 8 魔境虚空 ^ S . 闘士」 (同) 

「 MAZE ☆爆熱時空外伝ミルちゃん奚様な 一 日£>」 (同) 

「 MAZE ☆爆熱時空外伝2比翼の兄弟」— 

「MAZE ☆爆熱時空レィ 。ヒァ 乱舞」 (同) 

「 KO 世紀ヒ—スト三獣士1神霊機のビラミッド J (富士見ファンタジァ文 S 

「 K 0 世紀ヒ I スト三獣士 2ゥラノス1中城」 (同) 

「甲竜伝説ヴィルガスト1琥珀色の城塞」 (同) 

「甲竜伝説ヴィルガスト2朱®色の洞窟」(同) 

「小説. 35 のこに 1000% ①〜⑤」〈原作•北川みゆき〉 (小学館。ハレット文 S 

「小説•プリンセス ARMY ウ占アィング ★ COMBAT 」 〈原作•北川みゆき〉 (同) 

「ソ—サラ—狩り 爆れ つ ハンタ—血封印」(電撃文庫) 

「ソ—サラ—狩り 爆れつハンタ—② 魔法 大工」 (同) 

「ソーサラ—狩り爆れ つハン タ—③転輪王 〈前編〉」 (同) 
「ソ|サラー狩り爆れつハンタ|@転輪王<後編>」(同) 

「ソ—サラ—狩り爆れつハンタ—⑤魔人形」 (同) 

「ソ—サラー 狩り爆れつハンタ 1 ⑥黒衣の聖母」(同) 

「ソ—サラ—狩り爆れつハンタ Ispecial ①〜③」 (同) 

「サクラ大戦前夜」{同) 


■ 

ぁて先 

亍 101-8305 東京都千代田区神田駿河台 1-8 東京 YWCA 会館 
メディアワークス電撃文庫編集部 
「あかほりさとる先生」係 
「松原秀典先生」係 

■ 


本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。 
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電撃文庫創刊に際して 


文庫は、我が国にとどまらず；世界の鶴の流れ 
のなかで、\小さな巨人"としての地位を築いてきた。 
古今東西の名著を、廉価で手に入りやすい形で提供 
してきたからこそ、人は文庫を自分の師として、ま 
た青春の想い出として、語りついできたのである。 

その源を、文イ撕にはドイツのレクラム文庫に求 
めるにせよ、規模の上でイギリスの ペンギン ブック 
スに求めるにせよ、いま文庫は知識人の層の多様 f 匕 
に従って、ますますその意義を大きくしていると言 
ってよい。 

文庫出版の意味するものは、激動の現代のみなら 
ず将来にわたって、大きくなることはあっても、イ、 
さくなることはないだろう。 

は、そのように多樹匕した対象に応え、 
歴史に耐えうる作品を収録するのはもちろん、新し 
い世糸己を迎えるにあたって、既成の枠をこえる新鮮 
で強烈なアイ.オープナーたりたい。 

その特異さ故に、この存在は、かつて文庫がはじ 
めて出版世界に登場したときと、同じ戸惑いを読書 
人に与えるかもしれない。 

かし 、 〈Changing Time , Changing Publishing ) 
時代は変わって、出版も変わる。時を重ねるなかで、 
精神の糧として、心の一隅を占めるものとして、次 
なる文化の担い手の若者たちに確かな評価を得られ 
ると信じて、ここに「電«^«」を出版する。 


1993年6月 10 B 
角川歴彦 
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発行◎メデ f アワークス発売◎主婦の友社 


電撃文庫 


プロジェクト•リム—バー② 人の奪超えしもの 


篠崎砂美 

原案&イラスト/木村明広 


ISBN 淑 I 07 I 30OC 55 私 — 9 


消されたはずの記憶が蘇つたム—バ I は、 
EXEF から 逃走しスラム街で弟.敬 介 
との運命的再会を果たす。そして、守る 
べき人のために戦う ことを 決意する！ 


シバルバ— 1 封土への下降 

ISWN 也 — 07 I 30 私 869 f 私 


篠崎砂美 

イラスト/木村明広 


四つの秘石が揃ぅとき、闇の王国への扉が開 
かれる！アイレとイシ ユラン カはこれを防 
ぐことができる のか？ 「エメドラ」 の^^. 
木村コンビが贈る最暫® フアンタジ I ! 


シバルバ— 2 天の十三階段 


篠崎砂美 

イラスト/木村明広 


ISB2 也 — 07 I 305350 I 7 


世界中に散らばるトウン石を探し求める 
アイレとイシユランカ。旅先で2人は不 
思議な少年カウイルと出会い、自分たち 
の隠された宿命を知る。緊迫の第2巻！ 


プ□ジ H クト•リムーバ—人の姿を備えしもの 


篠崎砂美 

原案&イラスト/木村明広 


1 SWZ 私 — 07 丨 307^19 丨 9 


EXEF 社の極秘プロジェクト「厶—バ 
I 」に巻き込まれた風間兄弟の運命は？ 
德崎•木村の名コンビが贈るメカ•アク 
シヨン•フアンタジ I 、ついにスタ I 卜！ 


エメラルドドラゴン 竜を呼ぶ少女 


篠崎砂美 

イラスト/木村明広 


ISBN41071303730- 


ィシュバ—ンを魔軍の侵略から守つた日々 
は思い出となつていた。ある日、アトルシ 
ャンは懐かしい音を耳にする。天空に角笛 
の音が響く時、新しい冒険は始まる。 
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発行◎メディアワークス発売◎主婦の友社 


電撃文庫 


狂科学ハンタ IRE — 2 ニコラ•テスラの塔 


中里融司 

イラスト/小 畑健 


ISCON 私 — 07 — 305633 16 


荒野にそびえる狂科学の砦『ニコラ•テ 
スラの塔』の秘密に迫る玲たちの前に、 
米軍の超人部隊 『 SPECTRAM 』 が 
立ちふさがる！人！！3<1 シリ— X 第2弾 H : 


狂科学八ンタ IRE —3 。八ラケルススの秘石 


中里融司 

イラスト/小 畑健 


ISWN 私 — 07 I 306756 I -7 


常に歴史の閣に潜んでいた「黄金の蓄薇」 
に変化が……。来日した最高幹部リビ 
テイナは公然と政府に圧力をかけ、銀座 
の街を戦場に変える。玲に危機が迫る！ 


狂科学八ンタ IREI 4 ハロルドの場(フイ--ル£ 


中里融司 

イラスト/小畑健 


ISWN 私 — 07 I 308590 I 5 


あまりに圧倒的な能力を誇るリビティナ 
大公を倒すため、かつてのライバル、才 
I ギユストは玲へ共闘を申し出る！い 
よいよ白熱のシリ—ズ第 4 弾！ 


狂科学ハンタ— REI 


中里融司 

イラスト/小畑健 


ISWN 私 — 07 I 30 屯 7OS3 I 9 


錬金術/突機関……歴史の聞から甦った狂 
科学を駆使する秘密結社「黄金の薔薇」に挑 
む狩人、姫城玲！中里融司のアクションノ 
ベル登場。小畑健渾身のイラストも必見！ 


冒険商人アムラフイ 海神ドラムの秘宝 


中里融司 

ィラスト / MEIMU 


ISBZ 私 — 07 I 302132 丨 X 


少女アムラフィは高速帆船を操る冒険商人。 
亡き父の航海日誌に記された秘宝を求めて、 
仲間たちと禁断の海域へと挑む=:第1回 
電撃ゲ—ム小説大賞〈銀賞〉受賞作品。 




















発行◎メテ V アワークス発売◎主婦の友社 




電撃文庫 


サクラ大戦 前夜② 


あかほりさとる 
イラスト/松原秀典 


JSWN 私 — 07 I 307 私 77 I 6 


父の'^らすためだけに生きる少女. 
カンナ。目標を失い、ただ無為の日々を 
異国に送るマリア。この二人の魂の蘇生 
を描く、あかほり節が冴え渡る|編！ 


ヴァンパ V ァハンタ'上》 The Animated Series 


竹内誠 

イラスト/村瀬修功ほか 


ISBNT 07 I 307129 丨 7 


「私は闇の力に打ち勝つてみせる」。人の 
世を支配する魔物たちに戦いを挑む闇の 
狩人。人気格闘ゲ—ム『ヴァンパイアハ 
ンタ IJ の世界がここに甦る。 


ヴァンパイアハンタ■〈下》 The Animated Series 


竹内誠 

イラスト\晶ほか 


ISWN 私 — 07 I 308583 I 2 


格闘ゲ|厶として絶大な人気を誇り、0> 
A でも好評を博した『ヴアンパイアハンタ 
I 』が小説でもついに完結=:人気キヤラ 
総登場の戦いがクライマックスへ=: 


X ゥィングンべルズ① スター •ウオ — X 新生口—グ中隊〈上〉 


マイケル • A •スタックポール 

イラスト/開田裕治ほか 


訳/石田享 

ISWN 屯 — 0-71306265- 


#『スタ！ウオ—ズ』に続く感動の 
SF 超大作！〈エンドアの戦い〉から2 
年半後、反乱同盟軍は銀河帝国に立ち向 
かうため X ウイング部隊を再結成した！ 


サクラ大戦前夜 

あかほりさとる 
イラスト/松原秀典 


ISWN 私 —07 I 306199 I 2 


それは、乙女たちの哀しみの：^。；^ 
すみれ、李紅 蘭、 アィリス。彼女たち 
が「帝撃」へとたどり着くまで、を見事に 
描いた、あかほりさとるの渾身の一作！ 
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発行◎メデ f アワークス発売◎主婦の友社 


電撃文庫 


Xゥィング•ノベルズ③ スタ■•ウオーズ 首都奪回への賭け〈上〉 


マイケル • A •スタックボール 
イラスト/開田裕治ほか 


訳/石田享 

ISWN 4 I 07 I 30693私 — VO 


銀河の首都奪回に動き出した反乱同盟軍。 

その尖兵として、口—グ中隊は帝国が支 
配する首都へ潜入せよという命を受ける。 

緊迫した戦がいまはじまつた。 


Xゥィング•ノベルズ g } スタ—•ウオ|ズ B 奪回への賭け<下> 


マイケル • A •スタックボ—ル 
イラスト/開田裕治ほか 


訳/石田享 

ISWN 私 — 07 I 307私25 I ，し 


銀河帝国壊滅を目指し帝国首都に潜入し 
た口—ヴ中隊。しかし彼らの動きを全て 
帝国情報部は知ってぃた£:名作『スタ 
!ウオ—ズ』に続く新 シリ— ズ第 4 作！ 


Xゥィング•ノベルズ⑤ スター •ウオーズ クラィトスの罠〈上〉 

マイケル • A •スタックポ—ル訳/石田享 


イラスト/開田裕治ほか 


ISBN 也 — 07 I 3000560 I 3 


新生口—グ中隊の若き H — ス、コラン- 
ホ—ンが撃墜された!?副官タイコ•ソ 
I ク—は反逆罪に H 新シリ—ズ第5弾。 
口—グは最大のピンチを迎えた=: 


Xゥィング•ノベルズ② スタ■•ウオーズ 新生□—グ中隊〈下〉 

マィケル • A •スタックポ—ル訳/石田享 

イラスト/開田裕治ほか ISBN 4 丨07丨306644丨7 


銀河帝国壊滅を目指す反乱同盟軍は、惑 
星ボ—レイアスの帝国軍基地へと進攻し 
た。 しかし 彼らを待ち受けていたのは、 

思いもよらぬ敵の大囊であつた……。 


Xゥィングンべルス⑧ スタ—•ウオーズ クラィトスの罠〈下〉 


マイケル • A •スタックボ- 

イラスト/開田裕治ほか 


訳/石田享 

ISBNT 07 丨 308577 I 8 


帝国情報部長官アィザ—ドの策に陥り、 
窮地に立たされた新生口—グ中隊。しか 
し、帝国の罠がついに明らかにされ、口 
—グ M は-気に一^を開始する= 
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発行◎メデ f アワークス発充◎主婦の友社 



パトルアスリ|テス大運動会① 

倉田英之 

イラスト/牧野竜 I •中野友 黄 ISBN 410713062131 


パトルアスリ I テス大運動会(1) 

倉田英之 

イラスト/中野友貴•杉本幸子 ISBN 41071307135 I1 


パトルアスリ I テス大運動会(3) 

倉田英之 

イラスト/牧野竜 一•中野友贵 ISBN 4107130861416 


バトルアスリ丄 K ス大運動会外伝① 

倉田英之•黒田洋介•桑原忍•紺野たくみ 

イラスト/牧野竜 I •杉本幸子他 1 SBN 4107130808615 


はるかぜ戦隊 V フオ—ス 天翔ける白鳥 


JUKE 弘井 

イラスト/千葉道徳 


1 SB2: 屯 — 07 — 30OS 仏 H 丨 2 


全世界からもつとも優れたアスリ I 卜た 
ちが集う「大運動会」を目指して' 少女 
たちの熱く、せつない季節が始まる！ 
ゲ—ム 6 V A に続いて、堂々の小説化！ 


憧れの大学衛星であかりが出会つたのは、 
個性あふれるチ—ムメイトと、新たな試 

練の日々だつた . 。 TV シリ—ズも好 

評の健康優良 SF アクション第2弾。 


あかりとの約束を果たすため、二年もの 
厳しい リハビリを 乗り越えた|乃を 待つ 
ていたのは……。少女たちの運命が大き 
な 転機を迎える、 シリ— ス第3弾！ 


大人気シリ—ズの外伝が電撃文庫に登場。 

あかりや I 乃、アイラたちの新たなェピ 
ソ—ドを、 人気作家陣が堂々の小説化！ 
ギャグありマジありでお買い得 H 


_金星文明の_バスクキ I ル帝国と 
の戦いの中、少女たちはいつしか戦いの 
鍵を握ってゆく……。大人|1刃の美少女戦 
略シミユレ—シヨンゲ—ム完全小説化！ 
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美少女キャラクターが主人公の 
霜き下ろしイラストを毎月 ' 掲載 













疵作品) HI 中版あげ ⑽龄だ！ 

電歡■ム撇賞 

am ブロ條！！ 


若くみずみずしい才能を糊し、 

ブロ作家への道を開く新人の swn 、 
それが「ゲームノ JvSfc ^ L だ0 
ファンタジー、ミステリー、 SF 、 伝奇など、 
ジャンルを問わず、 

w おもしろすきるぼどおもしろし麵" 

=ゲーム/ jvftt を Wl します。 

今こそキミの才能を、開花させるとぎだ H 
年齢問わず！ 


♦ SH =400 字詰め原稿用紙250〜350枚 
•短編=400字詰め原稿用紙40〜80枚 


* 詳しい応^^項は、 


各誌で0 



